
◆
９
月
７
日（
開
会
）

　

会
派
間
の
調
整
時
間

が
必
要
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
午
後
３
時
50
分

に
開
始
時
刻
を
遅
ら
せ

て
本
会
議
を
開
始
し
た

が
、
開
会
直
後
に
６
月

以
降
、不
信
任
、抗
議
決

議
、
さ
ら
に
８
月
の
臨

時
議
会
で
辞
職
勧
告
決

議
が
決
議
さ
れ
た
議
長

の
下
で
は
、
公
正
・
公

平
な
議
論
は
で
き
な
い

と
の
理
由
で
公
明
党
会

派
、
自
民
党
会
派
及
び

な
は
の
翼
【
無
所
属
Ｇ
】

会
派
等
の
議
員
が
議
場

を
退
場
し
、
出
席
議
員

が
定
足
数
に
達
し
な
い

状
況
に
な
っ
た
の
で
、
午

後
12
時
を
も
っ
て
そ
の

日
は
自
然
延
会
と
な
っ

た
。

◆
９
月
13
日

提
案
理
由
聴
取

　

４
月
臨
時
会
の
会
議

録
調
製
段
階
に
お
い

て
、
市
長
答
弁
の
一
部
を

削
除
し
、
会
議
録
を
発

行
し
た
件
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
様
、
議
員
並
び

に
執
行
部
に
対
し
、
議

長
よ
り
お
詫
び
の
発
言

が
あ
っ
た
。続
い
て
、
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
部
長
か
ら
提
案

理
由
の
説
明
が
行
わ
れ

た
後
に
糸
数
昌
洋
議
員

か
ら
緊
急
質
問
の
動
議

が
あ
り
、
日
程
追
加
の

後
、
市
長
及
び
副
市
長

に
対
し
て
、
会
議
録
削

除
問
題
に
つ
い
て
の
質

問
を
行
っ
た
。

◆
９
月
20
日

会
議
録
削
除
問
題
に
関

す
る
調
査
中
間
報
告

　

渡
久
地
政
作
議
会
運

営
委
員
長
よ
り
、
会
議

録
削
除
問
題
に
関
す
る

調
査
中
間
報
告
が
あ
っ

た
。

◆
９
月
21
日

緊
急
動
議
の
提
案

（
議
長
辞
職
再
勧
告
決

議
案
）

　

会
派
間
の
調
整
時
間

が
必
要
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
午
後
３
時
15
分

に
開
始
時
刻
を
遅
ら
せ

て
本
会
議
を
開
始
し
た

後
、
中
村
圭
介
議
員
ほ

か
４
人
か
ら
議
長
辞
職

再
勧
告
決
議
案
の
動
議

が
提
案
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。そ
の
後
、
辞

職
再
勧
告
決
議
が
決
議

さ
れ
た
議
長
の
下
で

は
、
公
正
・
公
平
な
議

論
は
で
き
な
い
と
の
理

由
で
公
明
党
会
派
、
自

民
党
会
派
及
び
な
は
の

翼【
無
所
属
Ｇ
】会
派
等

の
議
員
が
議
場
を
退
場

し
、
出
席
議
員
が
定
足

数
に
達
し
な
い
状
況
に

な
っ
た
の
で
、
延
会
と

な
っ
た
。

◆
10
月
５
日

議
長
の
辞
職

　

金
城
徹
議
長
よ
り
本

日
限
り
で
議
長
を 

辞

職
し
た
い
旨
の
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、許
可
さ
れ
た
。

◆
10
月
７
日（
最
終
日
）

議
長
選
挙
及
び
条
例
、

補
正
予
算
、
議
案
の
可

決
・
同
意

　

金
城
徹
議
長
の
辞
職

に
よ
り
、不
在
と
な
っ
た

議
長
の
選
挙
を
行
い
、

休
憩
中
の
所
信
表
明
に

引
き
続
き
、
再
開
し
て

副
議
長
に
よ
る
指
名
推

選
の
結
果
、
第
37
代
那

覇
市
議
会
議
長
に
翁
長

俊
英
議
員
が
就
任
し

た
。

　

続
い
て
、
金
城
眞
德

教
育
福
祉
常
任
委
員
長

及
び
前
田
千
尋
教
育
福

祉
常
任
副
委
員
長
か
ら

「『
30
人
以
下
学
級
早
期

完
全
実
現
』
の
た
め
の

意
見
書
案
」、「『
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
拡

充
』
及
び
教
育
条
件
整

備
の
た
め
の
意
見
書

案
」
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案

さ
れ
、全
会
一
致
で
原
案

が
可
決
さ
れ
た
。

　

各
常
任
委
員
会
か
ら

関
係
議
案
の
審
査
報
告

が
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委

員
長
よ
り
あ
り
、
採
決

の
結
果
、全
会
一
致
で
可

決
、
同
意
及
び
承
認
さ

れ
た
。

　

陳
情
事
件
は
、「『
労

働
安
全
衛
生
委
員
会
』

の
設
置
を
進
め
、
学
校

現
場
の
労
働
環
境
の
改

善
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
及
び「
ハ
ー
ブ（
バ

ジ
ル
ベ
ト
病
）
被
害
に
対

す
る
生
産
資
材
補
助
及

び
農
業
施
設
に
対
す
る

補
助
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
」
の
２
件
の

事
件
は
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。ま
た
、
そ
の
他
の
２

件
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

同
一
趣
旨
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
た
の
で
み
な

し
採
択
と
な
っ
た
。

　

総
務
・
建
設
･
教
育

福
祉
･
厚
生
経
済
及
び

予
算
決
算
の
各
常
任
委

員
長
か
ら
、
委
員
会
に

お
い
て
審
査
中
の
事
件

に
つ
き
、
閉
会
中
継
続

審
査
の
申
し
出
が
あ

り
、採
決
の
結
果
、閉
会

中
の
継
続
審
査
に
付
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

新
た
に
受
理
し
た
陳

情「
新
設
認
可
園『
お
お

な
は
ら
保
育
園
（
仮

称
）』の
大
名
町
地
域
外

へ
の
設
置
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
の
陳
情

は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
。

～沖縄の秋を彩る「那覇大綱挽まつり」旗頭行列に議員も参加～（10月9日）
（他に各地域の旗頭行列に参加した議員もいます）

平
成
28
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
７
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
31
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、意
見
書
２
件
、決
議
書
１
件
、一般
会
計
補
正
予

算
や
条
例
な
ど
28
件
が
可
決
、同
意
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定例会
9月

会
議
の
概
要

新
議
長
を
選
任

「『
30
人
以
下
学
級
早
期
完
全
実
現
』の
た
め
の
意
見
書
」等
や

条
例
制
定
、一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
。

第
37
代
那
覇
市
議
会
議
長
に
翁
長
俊
英
議
員
が
就
任

　
翁
長
俊
英
議
員
が
新
た
に
第
37
代
那
覇
市

議
会
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
任
の
挨
拶
で
、行
政
・
市
民
と
一
体
と
な
り
、

身
を
捨
て
る
思
い
で
全
力
で
県
都
那
覇
市
の
議

会
を
運
営
し
て
い
き

た
い
、と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
市
議
会

議
長
会
副
会
長
及
び

沖
縄
県
市
議
会
議

長
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
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石垣の現況確認の写真測量

航空自衛隊那覇基地

平常時は地域交流の場として活用される津波避難ビル

１　

平
和
行
政
に
つ
い
て

①
航
空
自
衛
隊
那
覇
基

地
か
ら
飛
び
立
つ
戦
闘
機

の
ロ
ー
リ
ン
グ
飛
行
の
回

数
と
危
険
性
及
び
飛
行

機
事
故
の
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。

②
復
帰
後
の
米
軍
に
よ
る

火
災
等（
件
数
、喪
失
面

積
）及
び
米
軍
航
空
機
事

故
回
数
に
つ
い
て
伺
う
。

（
那
覇
市
の
面
積
に
匹
敵

す
る
土
地
が
米
軍
の
火
災

で
焼
失
を
し
て
い
る
。）

２　

国
際
通
り
の
ヤ
エ
ヤ

マ
ヤ
シ
の
立
ち
枯
れ
に
つ

い
て
伺
う
。

３　

子
ど
も
貧
困
対
策

居
場
所
運
営
支
援
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

①
航
空
自
衛
隊
那

覇
基
地
か
ら
飛
び
立
つ
戦

闘
機
の
ロ
ー
リ
ン
グ
飛
行

の
回
数
と
危
険
性
に
つ
い

て
は
、同
那
覇
基
地
に
照

会
し
た
と
こ
ろ
、那
覇
空

港
に
お
け
る
離
発
着
の
飛

行
方
法
は
、管
轄
す
る
国

土
交
通
省
の
管
制
指
示

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
、危
険
性
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。同
那
覇

基
地
の
復
帰
後
の
主
な
自

衛
隊
関
係
の
航
空
機
の

事
故
件
数
は
24
件
と
な
っ

て
い
る
。

②
復
帰
後
の
米
軍
に
よ
る

火
災
等
に
つ
い
て
は
沖
縄

県
知
事
公
室
基
地
対
策

課
発
行
の「
沖
縄
の
米
軍

及
び
自
衛
隊
基
地
統
計

資
料
集
平
成
28
年
３
月
」

に
よ
る
と
平
成
27
年
12

月
末
現
在
で
米
軍
演
習

に
よ
る
原
野
火
災
等
の
件

数
が
５
８
８
件
、焼
失
面

積
は
約
37
・
９5
キ
ロ
㎡
と
な

っ
て
い
る
。米
軍
飛
行
場

の
復
帰
後
の
米
軍
航
空

機
事
故
回
数
に
つ
い
て

は
、同
統
計
資
料
集
に
よ

る
と
、平
成
27
年
12
月
末

現
在
で
普
天
間
飛
行
場

15
件
、嘉
手
納
飛
行
場
４

６
2
件
と
な
っ
て
い
る
。

２　

国
際
通
り
を
管
理

す
る
沖
縄
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、ヤ
エ
ヤ
マ
ヤ
シ
は

２
本
の
立
ち
枯
れ
が
あ

り
、９
月
14
日
に
撤
去
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

３　

準
要
保
護
等
の
支

援
を
要
す
る
貧
困
家
庭

を
中
心
に
不
登
校
な
ど
か

ら
将
来
貧
困
に
つ
な
が
る

恐
れ
の
あ
る
小
中
学
生
に

対
し
て
日
中
の
教
育
的
な

居
場
所「
む
ぎ
ほ
学
級
」

を
運
営
し
て
い
る
。こ
れ

ま
で
に
不
登
校
児
童
生

徒
18
人
に
対
し
調
理
実

習
や
野
菜
等
の
栽
培
、ぞ

う
り
ア
ー
ト
等
の
創
作
と

い
っ
た
体
験
活
動
や
学
習

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
学
校
や
社
会
へ
の
適
応

促
進
及
び
将
来
の
社
会

的
自
立
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

１　

本
年
10
月
か
ら
乳

児
へ
の
Ｂ
型
肝
炎
感
染

定
期
予
防
接
種
が
開
始

さ
れ
る
。

　

国
の
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
対
象
者
は
、本
年

４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
１
歳
未
満
の
子
と

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、本

市
で
独
自
に
、こ
ど
も
未

来
基
金
を
財
源
と
し
て

活
用
す
る
な
ど
、３
歳
未

満
ま
で
を
対
象
者
と
し

て
拡
大
す
る
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
。

２　

防
災
行
政
に
つ
い
て

①
大
規
模
な
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、被

災
者
の
救
護
、支
援
及
び

迅
速
に
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
む
事
は
自
治
体
の

責
務
で
あ
る
。

　

被
災
者
の
支
援
を
ス

ム
ー
ズ
に
迅
速
に
実
施
す

る
た
め
、「
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
」を
導
入
す
る

自
治
体
が
増
え
て
お
り
、

本
市
の
見
解
を
伺
う
。

②
災
害
が
発
生
し
た
際
、

市
民
の
生
命
、財
産
を
脅

か
す
事
態
の
中
、市
役
所

の
優
先
事
務
や
通
常
業

務
を
継
続
す
る
た
め
、業

務
継
続
計
画
の
策
定
が

望
ま
れ
る
。

本
市
の
取
り
組
み
状
況

を
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

Ｂ
型
肝
炎
感
染
定

期
予
防
接
種
の
３
歳
未

満
児
へ
の
助
成
の
提
案
に

つ
い
て
、趣
旨
は
十
分
理

解
で
き
る
が
、こ
ど
も
未

来
基
金
の
残
額
に
つ
い
て

も
執
行
計
画
が
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
財
政
の
状

況
等
を
踏
ま
え
る
と
非

常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

２　

①
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
は
、阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
兵
庫
県
西
宮

市
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、住
民

基
本
台
帳
を
も
と
に「
被

災
者
台
帳
」を
作
成
し
た

後
、災
害
発
生
後
に
全
壊

や
半
壊
な
ど
の
被
災
状

況
を
入
力
す
る
こ
と
に

よ
り
、罹
災
証
明
書
の
発

行
や
義
援
金
・
支
援
金
の

交
付
、緊
急
物
資
や
仮
設

住
宅
の
入
退
去
な
ど
の

管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

導
入
を
検
討
し
た
が
、個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
事
な
ど
３
つ
の

１　

文
化
の
殿
堂「
御
茶

屋
御
殿
」の
復
元
に
つ
い

て①
跡
地
を
国
の
文
化
財

と
し
て
登
録
す
る
た
め
、

残
存
す
る
石
垣
の
写
真

測
量
等
の
作
業
が
８
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
が
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

②
跡
地
に
建
っ
て
い
る
首

里
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
及
び

幼
稚
園
の
移
転
地
探
し
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

２　

こ
ど
も
の
貧
困
の
実

態
と
対
策
の
状
況
を
伺
う
。

３　

こ
ど
も
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
、自
動
償
還

払
い（
病
院
窓
口
で
医
療

費
を
支
払
っ
た
後
、銀
行

口
座
に
助
成
金
が
振
り
込

ま
れ
る
）の
推
移
及
び
10

月
か
ら
始
ま
る
医
療
費

貸
付
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

□
市
長・関
係
部
長

１　

①
御
茶
屋
御
殿
跡

の
測
量
調
査
に
つ
い
て
は
、

本
年
７
月
に
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
、石
垣
の

現
況
確
認
の
写
真
測
量

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
日
程
は
、９
月

ま
で
現
地
で
の
測
量
作
業

を
実
施
し
、そ
の
後
は
測

量
デ
ー
タ
を
も
と
に
図
面

作
成
作
業
を
行
い
、完
了

は
平
成
29
年
１
月
を
予

定
し
て
い
る
。

②
平
成
19
年
に
国
、県
、

市
の
関
係
部
局
を
構
成

員
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
、こ
れ

ま
で
に
16
回
の
会
議
を
開

催
し
て
き
た
。

　

同
会
議
で
は
御
茶
屋

御
殿
に
関
す
る
課
題
等
の

情
報
交
換
を
行
い
、そ
の

中
で
移
転
地
等
に
つ
い
て

も
情
報
共
有
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　

県
内
の
子
ど
も
の
相

対
的
貧
困
率
は
29
・
９
％

で
全
国
の
16
・
３
％
を
大

き
く
上
回
り
、３
人
に
１

人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と

の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

本
市
で
も
同
様
に
深
刻
な

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

本
市
で
は「
那
覇
市
こ

ど
も
の
み
ら
い
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
庁
内
推
進
会

議
」を
設
置
し
、今
年
度

当
初
か
ら
、
内
閣
府
の

「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急

対
策
事
業
」を
活
用
し
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
支

援
員
配
置
事
業
と
子
ど

も
の
居
場
所
の
運
営
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

３　

こ
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
の
自
動
償
還
方

式
は
、平
成
26
年
１
月
診

療
分
か
ら
開
始
し
た
。

　

助
成
金
全
体
に
占
め

る
自
動
償
還
の
割
合
は
、

平
成
26
年
度
は
件
数
で

75
％
、約
21
万
３
０
０
０

件
、金
額
は
約
３
億
２
０

０
０
万
円
、平
成
27
年
度

は
件
数
で
95
％
、約
24
万

２
０
０
０
件
、金
額
は
約

３
億
５
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、年
々
伸
び
て

い
る
。

　

ま
た
、医
療
費

貸
付
制
度
は
、医

療
機
関
窓
口
で
の

医
療
費
の
一
部
負

担
金
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
で
も
、

受
診
控
え
が
生
じ

な
い
よ
う
に
そ
の

資
金
を
貸
し
付
け

る
制
度
で
、こ
ど
も

医
療
費
助
成
事
業

の
対
象
者
の
中
で

も
非
課
税
世
帯
な

ど
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
支
払
い

が
困
難
な
世
帯
が

対
象
と
な
る
。

課
題
が
あ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

際
し
て
は
、本
市
に
お
け

る
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
、導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

②
災
害
が
発
生
し
た
際

に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
に
内
閣
府
が

示
し
て
い
る「
市
町
村
の

た
め
の
業
務
継
続
計
画

策
定
ガ
イ
ド
」や
先
進
市

に
お
け
る「
業
務
継
続
計

画
」も
参
考
に
し
な
が
ら
、

策
定
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質問と答弁の概要を
掲載しています。

代
表

 
質
問
代
表

 
質
問

下
地
　
敏
男

社
社
市
民
ネ
ッ
ト

御
茶
屋
御
殿
の
復
元
に
向
け
て
、

石
垣
の
測
量
調
査
始
ま
る

喜
舎
場
　
盛
三

公
明
党
乳
児
の
定
期
予
防
接
種
、防
災
行
政
に
つ
い
て

野
原
　
嘉
孝

公
明
党 各会

派の代表が
市政をただす

米
軍
及
び
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
の
飛
行
機

事
故
等
に
つ
い
て
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子ども達の健全な成長を願って全ての子ども達が希望する進路の実現を目指して

国内外からの観光客が集う国際通り
人権侵害への勧告を行う国際連合人権理事会

（UN Photo/Jean-Marc Ferré）

１　

自
己
決
定
権
の
実

現
に
向
け
て
の
市
長
の

政
治
姿
勢
を
伺
う
。
報

道
に
よ
る
と
沖
縄
で
は

自
己
決
定
権
拡
大
を
求

め
る
人
が
87
％
存
在
し

て
い
る
。米
軍
基
地
の
過

重
負
担
、辺
野
古
、高
江

へ
の
国
の
強
行
政
策
が

継
続
し
て
い
る
。国
連
は
、

２
０
１
０
年
に「
沖
縄
に

お
け
る
軍
事
基
地
は
不

均
衡
」で「
現
代
的
形
式

の
差
別
」で
あ
る
と
勧
告

し
て
い
る
。

沖
縄
の
基
地
問
題
解
決

に
は
国
内
法
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
く
、国
際
法

特
に
国
際
人
権
法
を
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
際
人
権
規
約
第
１
条

に
自
己
決
定
権
、
先
住

民
の
権
利
宣
言
に
は
、自

己
決
定
権
、土
地
の
権

利
、軍
事
使
用
禁
止
規

定
が
あ
る
。
自
己
決
定

権
の
実
現
に
向
け
て
国

際
社
会
に
ど
の
よ
う
に

発
信
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

２　
「
島
く
と
ぅ
ば
の
普

及
」に
つ
い
て
伺
う
。24

時
間
３
６
５
日
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
で
島
く
と
ぅ
ば

が
聞
け
る
環
境
が
で
き

て
お
り
、本
市
に
も
設
置

し
た
ら
ど
う
か
伺
う
。

□
市
長
・
関
係
部
長

１　

先
住
民
の
土
地
に

対
す
る
国
際
社
会
の
考

え
や
国
連
の
勧
告
に
つ

い
て
は
、沖
縄
県
に
お
け

る
米
軍
基
地
の
現
状
が

理
不
尽
で
あ
り
、基
地
の

整
理
縮
小
で
過
重
な
負

担
を
軽
減
し
、日
本
全

体
で
分
か
ち
合
う
こ
と

を
求
め
て
き
て
い
る
。米

軍
統
治
下
に
お
い
て
、長

く
自
己
決
定
権
を
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た

私
た
ち
に
は
、地
域
の
こ

と
は
住
民
の
意
志
で
決

め
た
い
と
い
う
強
い
願
い

が
あ
る
。沖
縄
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
大
規
模
基

地
返
還
に
よ
る
跡
地
利

用
、
国
際
機
関
の
誘
致

等
に
よ
る
国
際
貢
献
・

協
力
の
考
え
方
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、実
現
に

向
け
て
県
と
連
携
し
た

い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

捉
え
、沖
縄
の
基
地
の
現

状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

万
国
津
梁
と
い
う
言
葉

が
沖
縄
の
地
理
的
位
置

の
意
味
を
表
す
言
葉
だ

と
誇
り
を
も
っ
て
世
界

に
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２　

本
市
は
、「
島
々
ぬ

く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
大

会
」や
講
座
開
催
、ハ
イ

サ
イ
・
ハ
イ
タ
イ
運
動
等

を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
市
所
管
施
設
内
に

お
け
る
島
く
と
ぅ
ば
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ

設
置
に
つ
い
て
は
、県
内

自
治
体
の
導
入
事
例
等

を
確
認
し
、そ
の
効
果
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　

沖
縄
県
こ
ど
も
貧
困

対
策
推
進
基
金
を
活
用

し
た
事
業
と
し
て
、那
覇

市
が
今
年
度
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
事
業
の
内

容
と
予
算
額
に
つ
い
て
伺

う
。

□
市
長

　

補
正
予
算
で
沖
縄
県

こ
ど
も
貧
困
対
策
推
進

交
付
金
に
よ
る
歳
入
予

算
２
３
５
９
万
２
千
円

を
計
上
し
た
。

　

就
学
援
助
を
充
実
す

る
事
業
、認
定
子
ど
も
園

の
給
食
費
に
係
る
補
足

給
付
事
業
、子
ど
も
の
貧

困
対
策
支
援
事
業
の
３

事
業
を
実
施
す
る
。

　

就
学
援
助
で
小
・
中
学

生
の
新
入
学
学
用
品
費

や
給
食
費
の
支
給
額
を

引
き
上
げ
る
ほ
か
、認
定

こ
ど
も
園
の
給
食
費
の
一

部
補
助
を
行
っ
て
、低
所

得
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

支
援
事
業
と
し
て
、子
ど

も
食
堂
等
を
実
施
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の

情
報
を
収
集
し
、団
体
同

士
の
連
携
及
び
民
生
委

員
や
自
治
会
等
と
の
連

携
を
図
る
た
め
、中
間
支

援
事
業
を
実
施
す
る
。

　

県
推
進
交
付
金
の
交

付
期
間
は
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
33
年
度
ま
で

６
年
間
で
、那
覇
市
の
割

り
当
て
は
総
額
４
億
３

４
３
４
万
円
と
さ
れ
て

お
り
、次
年
度
以
降
も
そ

の
効
果
的
な
活
用
に
向

け
、庁
内
推
進
会
議
な
ど

を
通
じ
施
策
を
検
討
し

て
い
く
。

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い

た
母
子
家
庭
の
娘
が
高
校

通
学
時
に
借
り
た
貸
与
型

奨
学
金
を
収
入
と
み
な
し
、

母
親
に
返
還
を
求
め
て

い
る
事
案
に
つ
い
て
当
局

の
見
解
を
伺
う
。結
果
と

し
て
、こ
の
母
娘
に
二
重
の

返
還
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
現
状
の
問

題
に
対
し
て
、市
民
は
大

き
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、そ
の

成
長
を
社
会
全
体
で
見
守

る
こ
と
は
大
事
で
あ
り
、

未
来
を
決
し
て
閉
ざ
す
こ

と
が
な
い
、開
か
れ
た
行
政

執
行
、対
処
及
び
判
断
を

強
く
望
む
。

□
市
長・関
係
部
長

子
ど
も
の
自
立
の
助
長
に

お
い
て
は
、家
庭
環
境
、教

育
は
と
て
も
重
要
な
役
目

を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、高
校
や
大
学
等
へ
の

進
学
の
機
会
が
少
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
や
、貧
困
の

負
の
連
鎖
が
多
い
と
い
う

現
状
が
あ
る
。

　

全
て
の
子
ど
も
達
に
と

っ
て
進
学
や
就
業
を
望
む

場
合
は
、そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、保
護
を

受
給
し
て
い
る
子
ど
も
達

に
は
特
に
求
め
ら
れ
る
。

　

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
な
国
の
制
度
整
備
が

望
ま
れ
る
。

　

Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
の
現
状

を
伺
う
。

□
関
係
部
長

　

Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
は
、空

き
部
屋
、
空
き
家
を
宿

泊
施
設
と
し
て
貸
し
出

す
、い
わ
ゆ
る
民
泊
サ
ー

ビ
ス
提
供
サ
イ
ト
で
、現

在
、市
内
で
は
約
３
０
０

施
設
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

宿
泊
場
所
の
提
供
を

行
う
者
が
不
特
定
多
数

の
も
の
を
反
復
継
続
し

て
宿
泊
さ
せ
、そ
の
対
価

を
得
る
際
は
、法
律
に
基

づ
く
許
可
取
得
が
必
要

だ
が
、登
録
さ
れ
て
い
る

施
設
の
多
く
が
無
許
可

営
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
苦
情
、関
係
機
関
及
び

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合

等
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、

無
許
可
営
業
と
疑
わ
れ

る
施
設
を
探
知
し
た
場

合
、保
健
所
生
活
衛
生

課
に
よ
る
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
延
べ
約
40
件
に

つ
い
て
の
営
業
実
態
を
把

握
し
、う
ち
９
件
に
つ
い

て
、営
業
を
中
止
す
る
よ

う
指
導
を
行
っ
た
。

　

実
際
に
予
約
し
た
者

で
な
け
れ
ば
、宿
泊
場
所

の
住
所
や
こ
れ
を
提
供

す
る
者
の
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い
仕
組
み
で
、実

態
の
把
握
が
困
難
な
た

め
、指
導
取
締
り
に
苦
慮

し
て
い
る
。

　

悪
質
な
事
例
に
お
い
て

は
警
察
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

宮
城　
恵
美
子

社
社
市
民
ネ
ッ
ト

那
覇
市
議
会
の
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

那
覇
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
ま
た
は
、那
覇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の【
那
覇
市
議
会
】か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.gikai.city.naha.okinaw

a.jp/

自
己
決
定
権
の
実
現
に
向
け
て
の
市
長
の
政
治
姿
勢

及
び「
島
く
と
ぅ
ば
の
普
及
」に
つ
い
て

民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
サ
イ
ト
で
あ
る

Ａ
ｉｒ
ｂｎ
ｂ
に
つ
い
て

瀬
長　
清

な
は
の
翼【
無
所
属
Ｇ
】

沖
縄
県
こ
ど
も
貧
困
対
策
推
進
基
金
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
い
て

坂
井　
浩
二

な
は
の
翼【
無
所
属
Ｇ
】

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
奨
学
金
受
取
り
に
関
す
る

返
還
問
題
に
つ
い
て

屋
良　
栄
作

な
は
の
翼【
無
所
属
Ｇ
】

エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
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高台から望む米軍普天間飛行場

故障から復旧したモノレール駅の昇降機

「首里久場川壕群」の発掘調査

児童生徒の未来を切り開くために

１　

民
意
を
無
視
し
、新

基
地
を
押
し
付
け
る
安
倍

自
公
政
権
の
現
職
閣
僚
・

沖
縄
担
当
大
臣
が
、「
建
白

書
」実
現
を
目
指
す「
オ
ー

ル
沖
縄
」の
伊
波
洋
一
候
補

に
、10
万
６
４
０
０
票
差

で
大
敗
し
た
参
院
沖
縄
選

挙
区
の
結
果
へ
の
市
長
の

見
解
を
問
う
。

２　

参
院
選
の
一
人
区
・

32
選
挙
区
全
て
で
、歴
史

上
初
の
野
党
共
闘
が
成
立

し
、11
選
挙
区
で
野
党
統
一

候
補
が
勝
利
し
た
。市
長

の
見
解
を
問
う
。

３　

福
岡
高
裁
の「
和
解

勧
告
文
」、地
方
係
争
処

理
委
員
会
と
も
、国
と
県

と
の「
真
摯
な
話
し
合
い
」

を
求
め
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、政
府
は
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
放
棄
し
、

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

（
公
明
党
所
属
）が
、県
を

提
訴
し
た「
違
法
確
認
訴

訟
」で
、福
岡
高
裁
那
覇
支

部
は
、国
側
の
主
張
を
全

面
的
に
追
認
す
る
極
め
て

不
当
な
判
決
を
下
し
た
。

見
解
を
問
う
。

４　

世
界
的
に
も
貴
重
な

や
ん
ば
る
の
森
と
水
源
地

や
生
活
環
境
を
破
壊
す
る

ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
は
言
語

道
断
。見
解
を
問
う
。

５　

沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
は
、米
軍
基
地
の
維

持
装
置
に
す
る
の
で
は
な

く
、振
興
の
最
大
の
阻
害

要
因
で
あ
る
米
軍
基
地
を

な
く
し
、那
覇
新
都
心
の

よ
う
に
自
立
で
き
る
沖
縄

の
振
興
策
へ
と
転
換
す
べ

き
。

□
市
長・関
係
部
長

１　

普
天
間
基
地
の
辺
野

古
移
設
に
反
対
す
る
県
民

の
民
意
が
改
め
て
示
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。

２　

翁
長
知
事
は
、「
互
い

に
主
義
主
張
は
あ
る
だ
ろ

う
が
、腹
八
分
、腹
六
分
で

手
を
携
え
て
頑
張
っ
て
い

く
べ
き
」と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
民
が

求
め
る
大
き
な
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
、よ

り
力
が
発
揮
で
き
る
形
と

し
て
野
党
共
闘
に
な
っ
た

と
考
え
る
。

３　

今
回
の
訴
訟
は
、地

方
自
治
の
あ
り
方
を
問
う

も
の
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
た
、県
の
主
張
を

退
け
、国
の
主
張
を
全
面

的
に
認
め
る
判
決
は
、地

方
自
治
を
軽
視
す
る
ま
こ

と
に
残
念
な
判
決
で
あ
る
。

４　

市
長
か
ら
は「
本
島

北
部
地
域
は
、本
市
は
も

と
よ
り
県
民
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
地
域
で
あ
り
、

そ
こ
で
生
ま
れ
る
樹
木

や
水
は
県
民
の
財
産
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

住
民
と
の
信
頼
関
係
に

基
づ
い
た
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。」と
の
見
解
が
示

１　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

･
那
覇
市
こ
ど
も
の
み
ら

い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
基
金
条
例
に
つ
い
て
問

う
。

２　

中
央
児
童
相
談
所
の

市
民
利
用
状
況
を
問
う
。

３　

中
核
市
移
行
に
伴
い

那
覇
市
に
お
い
て
も
、児

童
相
談
所
が
設
置
で
き
る
。

設
置
に
向
け
て
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

□
市
長・関
係
部
長

１ 

子
ど
も
の
将
来
が
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、貧
困
状
況
に
あ

る
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
し
、

教
育
の
機
会
の
確
保
を
図

る
た
め
、子
ど
も
の
貧
困

対
策
を
推
進
す
る
基
金
を

設
置
す
る
。

　

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

長
期
的
に
腰
を
据
え
て
取

り
組
む
覚
悟
で
臨
み
た
い
。

２ 

中
央
児
童
相
談
所
の

２
０
１
4
年
度
の
相
談
数

は
２
１
５
９
件
、そ
の
う

ち
本
市
は
８
４
６
件
を
占

め
、全
体
の
39
･
１
％
。虐

待
相
談
数
は
５
４
０
件
。

本
市
の
割
合
は
２
７
３
件

で
50
･
５
％
。直
近
３
年
間

は
増
加
状
況
に
あ
る
。

３ 

国
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

文
化
財
報
告
14
件
の
未

刊
行
の
財
務
事
務
の
処
理

に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

①
法
令
及
び
那
覇
市
の
諸

規
則
に
照
ら
し
た
公
金
支

出
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
印
刷
請
負
契
約
書
の
契

約
締
結
に
つ
い
て
管
理
監

督
責
任
を
伺
う
。

③
那
覇
市
職
員
分
限
懲

戒
審
査
委
員
会
で
の
処
分

内
容
審
査
結
果
及
び
市

長
へ
の
答
申
に
つ
い
て
伺
う
。

④
今
後
の
再
発
防
止
策
に

つ
い
て
伺
う
。

□
市
長・教
育
長・代
表
監

査
委
員・会
計
管
理
者

①
那
覇
市
会
計
規
則
第

51
条
第
１
項
の
各
号
に
定

め
ら
れ
た
事
項
を
審
査
し
、

支
払
い
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
所
管
時

代
も
含
め
、今
回
、こ
の
よ

う
な
不
適
正
な
事
務
処
理

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

大
変
遺
憾
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。教
育
委
員
会
と

し
て
も
、事
の
重
大
さ
を

大
変
重
く
受
け
と
め

て
お
り
、管
理
監
督

者
と
し
て
の
責
任
を

痛
感
し
て
い
る
。

③
管
理
職
職
員
２
人

に
対
し
て
は
減
給
10

分
の
１（
１
カ
月
分
）

と
し
、担
当
し
た
職

員
３
人
に
対
し
て
は

戒
告
と
す
る
方
針
を

受
け
た
。任
命
権
者

で
検
討
し
た
結
果
、

答
申
に
沿
っ
た
処
分

を
行
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、記

者
会
見
の
場
で
関
係

職
員
の
処
分
と
、こ
の
よ

う
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
気
を
引
き
締

め
て
対
応
し
、市
民
の
行

政
に
対
す
る
信
頼
回
復
に

努
め
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

④
現
行
の
監
査
基
準
の
基

本
方
針
を
踏
ま
え
、新
た

な
都
市
監
査
基
準
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
整
え
、

監
査
機
能
の
充
実
・
強
化

に
取
り
組
み
、不
適
正
な

事
務
処
理
の
再
発
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
の
故
障

問
題
は
、緊
急
性
の
認
識

が
不
足
し
、利
用
者
へ
の

配
慮
が
欠
け
て
い
た
と
謝

罪
し
て
い
る
。以
下
伺
う
。

①
管
理
責
任
者
と
し
て
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
施
設
管
理
を
一
元
化
す

る
こ
と
で
、保
守
点
検
・

修
繕
等
の
一
連
の
対
応
に

対
す
る
予
算
支
出
の
仕

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

□
市
長・関
係
部
長

①
市
民
、観
光
客
の
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、こ
の
よ
う
な
事

案
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

②
国
、
沖
縄
県
、

那
覇
市
、沖
縄
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
株

式
会
社
の
４
者

に
よ
る
昇
降
機

の
早
期
復
旧
に

向
け
た
検
討
会

に
お
い
て
、他
自

治
体
事
例
の
予

算
支
出
を
参
考

に
し
な
が
ら
、検

討
を
進
め
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

５　

本
市
の
新
都
心
地
区

や
小
禄
・
金
城
地
区
で
は
、

基
地
返
還
後
、雇
用
、税

収
と
も
大
幅
に
拡
大
し
た

こ
と
か
ら
、基
地
の
跡
地

開
発
に
は
経
済
成
長
の
大

き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

沖
縄
振
興
は
、政
府
が

沖
縄
を
日
本
の
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
21
世
紀

の
成
長
モ
デ
ル
と
な
り
、日

本
経
済
活
性
化
の
牽
引
役

と
位
置
づ
け
、沖
縄
の
優

位
性
、潜
在
力
が
い
か
さ

れ
る
視
点
で
幅
広
く
取
り

組
ま
れ
る
べ
き
も
の
と
認

識
す
る
。

湧
川
　
朝
渉

日
本
共
産
党

参
院
選
―
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る

県
民
の
民
意
を
示
す

翁
長
　
大
輔

日
本
共
産
党

金
城
　
敏
雄

自
民
党
文
化
財
課
に
お
け
る
不
適
正
な
事
務
処
理
に
つ
い
て

粟
國
　
彰

自
民
党
モ
ノ
レ
ー
ル
行
政
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
へ
施
策
の
拡
充
を

市議会ホームページから
本会議のインターネット
中継がご覧いただけます。

議会傍聴の方の
本庁駐車場料金については、
１時間を超える分は
割引券を発行いたします。
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那覇軍港の現況

なは市民協働大学院のグループワーク

観光客宿泊施設の基盤整備に向けて

建築後46年が経過した那覇市民会館

１　

久
高
副
市
長
が
松
本

哲
治
浦
添
市
長
に
対
し

「
人
間
屁
理
屈
を
言
っ
て

は
駄
目
で
す
。」旨
発
言
を

し
て
い
る
。不
適
切
な
表

現
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

２　

城
間
市
長
は
、那
覇

軍
港
の
県
内
移
設
を
容
認

す
る
立
場
か
伺
う
。

３ 

浦
添
市
長
の
軍
港
受

け
入
れ
に
対
し
て
、今
後

に
変
化
が
生
じ
た
場
合
、

容
認
の
立
場
は
変
わ
る
か
。

□
市
長・副
市
長

１　

他
の
首
長
に
対
し
て

は
不
適
切
な
発
言
だ
っ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

２　

県
内
移
設
容
認
と
い

う
立
場
で
あ
る
。

３ 

そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な

い
。

1　

那
覇
市
民
会
館
の
耐

震
診
断
調
査
結
果
と
今

後
の
市
の
方
針
、建
築
的

価
値
の
認
識
を
問
う
。

2　
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
」を
、有
効
か
つ
継
続
的

な
支
援
と
す
る
た
め
、児

童
館
や
公
民
館
等
の
資
源

を
見
直
し
活
用
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。本
市
に

お
け
る
既
存
の
公
共
施
設

の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

□
関
係
部
長

1　

耐
震
判
定
委
員
会
か

ら
結
果
報
告
を
９
月
末
ま

で
に
受
け
た
後
、建
物
や

設
備
の
老
朽
化
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、施
設
の
耐
震

化
等
の
改
修
可
否
を
含
め
、

関
係
者
並
び
に
関
係
部
署

と
意
見
を
交
換
し
、今
後

の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。 　

建
築
的
に
は
、あ
ま
は

じ
や
ひ
ん
ぷ
ん
な
ど
沖
縄

の
風
土
的
特
性
や
、大
き

な
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
配
す

る
な
ど
、特
徴
あ
る
建
物

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、一
部
に
よ
り
モ
ダ

ン
な
建
築
物
の
一
つ
と
し
て

選
定
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

2　

子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
う
公
共
施
設
の

管
理
団
体
等
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。補
助
を

受
け
た
団
体
は
、児
童
館

や
公
民
館
等
の
公
共
施
設

を
活
用
し
、子
ど
も
食
堂

や
生
活
支
援
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
問
題
を
抱
え
て

い
る
子
ど
も
達
の
掘
り
起

こ
し
や
見
守
り
等
を
行
う
。

　

そ
の
上
で
、子
ど
も
自

立
支
援
員
や
児
童
自
立
支

援
員
、地
域
の
学
校
、自
治

会
、民
生
委
員
等
と
連
携

し
て
、子
ど
も
た
ち
の
実

態
把
握
や
支
援
を
行
っ
て

い
く
事
業
で
あ
る
。

１　

第
５
次
那
覇
市
総
合

計
画
事
業
の
策
定
方
針
、

な
は
市
民
協
働
大
学
院
に

よ
る
市
民
提
案
の
策
定
状

況
を
伺
う
。

２　

ハ
ブ
対
策
の
現
状
と

取
り
組
み
を
伺
う
。

□
市
長・関
係
部
長

１　

計
画
策
定
に
あ
た

り
、成
熟
す
る
社
会
を
迎

え
る
な
か
、持
続
可
能
な

都
市
を
実
現
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
、地
球
規
模
の

視
野
で
考
え
、地
域
視
点

で
行
動
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル

な
姿
勢
の
も
と
、「
新
た
な

時
代
へ
の
種
ま
き
」、「
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」、「
実
効
性
の
確

保
」、「
取
組
成
果
の
重

視
」、「
策
定
過
程
の
見
え

る
化
」の
５
つ
の
視
点
を

定
め
て
い
る
。

　

市
民
提
案
の
策
定
状
況

に
つ
い
て
は
、現
在
、受
講

生
29
人
が
５
つ
の
部
会
に

分
か
れ
、市
民
提
案
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

来
年
２
月
に
は
、市
民
提

案
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

２　

平
成
27
年
７
月
か

ら
、衛
生
害
虫
等
に
関
す

る
業
務
と
あ
わ
せ
外
部
委

託
に
て
実
施
し
て
い
る
。本

市
も
住
宅
地
で
多
数
の
目

撃
が
あ
り
、平
成
27
年
度

は
１
０
８
匹
の
ハ
ブ
が
捕

獲
さ
れ
、咬
傷
事
故
が
２

件
発
生
し
て
い
る
。

　

ハ
ブ
対
策
と
し
て
、な
は

市
民
の
友
、市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、パ
ネ
ル
展
を
通
し
た

事
故
防
止
の
啓
発
、自
治

会
、小
・
中
学
校
な
ど
に
お

け
る
出
前
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。

　

市
民
等
か
ら
の
情
報
提

供
に
基
づ
く
ハ
ブ
捕
獲
器

に
よ
る
捕
獲
や
、石
垣
の

穴
な
ど
の
補
修
材
料
の
支

給
、咬
傷
者
へ
の
治
療
費

の
一
部
助
成
も
行
っ
て
い

る
。

１　

国
は
、訪
日
外
国
人

旅
行
者
２
千
万
人
の
目
標

達
成
に
向
け
、観
光
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
た
。そ
の
中

の
一
つ
に
宿
泊
施
設
の
整

備
に
着
目
し
た
容
積
率
緩

和
制
度
と
都
市
計
画
運

用
指
針
の
改
正
が
平
成
28

年
６
月
に
通
知
さ
れ
て
い

る
。市
内
ど
こ
で
も
容
積

率
の
緩
和
が
該
当
す
る
か
、

そ
し
て
当
制
度
の
創
設
と

本
市
の
対
応
を
伺
う
。

２　

新
文
化
芸
術
発
信

拠
点
施
設
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
久
茂
地
地
域
は
、

狭
あ
い
な
地
域
で
新
た
な

施
設
の
確
保
は
非
常
に
困

難
で
あ
り
、地
域
の
ま
ち

づ
く
り
は
緑
ヶ
丘
公
園
の

活
用
も
含
め
て
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。昨
年
は
庁

内
連
携
を
密
接
に
図
り
取

り
組
み
た
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

□
市
長・関
係
部
長

１　

都
市
中
心
部
や
交
通

結
節
地
域
、現
に
宿
泊
施

設
が
集
積
し
て
い
る
地
域

に
お
い
て
、住
環
境
の
基
盤

整
備
の
状
況
等
も
勘
案
し

高
度
利
用
地
区
等
既
存
の

四
つ
の
制
度
を
活
用
し
て

緩
和
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、容
積
率
緩
和
の

上
限
値
は
指
定
容
積
率
の

１
・
５
倍
以
下
か
つ
指
定

容
積
率
に
３
０
０
％
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。本
市
に

お
け
る
適
用
方
針
を
策
定

し
、平
成
29
年
度
内
の
告

示
を
予
定
し
て
い
る
。

２　

こ
れ
ま
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
地
域
意

見
を
ま
と
め
た
。子
供
か

ら
高
齢
者
、地
域
の
皆
様

や
公
園
利
用
者
が
集
い
交

流
す
る
集
会
所
は「
ひ
と
・

つ
な
ぐ
・
ま
ち
」の
実
践
と

し
て
地
域
拠
点
と
な
る
。

平
成
30
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

　どなたでも、市政についての
要望等を請願・陳情として市議
会に提出することができます

【お問い合わせ】
議会事務局議事管理課
TEL 862-8153

（請願・陳情の書式例）

請願・陳情の
提出について

年　月　日

様
那覇市議会議長

件名　○○○○について（請願 / 陳情）

請願（陳情）の趣旨

請願（陳情）者
住　　所
電話番号

紹介議員
氏　　名

印
印

請願（陳情）の理由

奥
間　
亮

自
民
党

城
間
市
長
は
那
覇
軍
港
の
県
内
移
設
を

今
後
も
容
認
す
る
の
か

那
覇
市
民
会
館
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

丁
寧
な
対
話
を

容
積
率
緩
和
制
度
の
創
設
の
背
景
と

概
要
に
つ
い
て

前
泊　
美
紀

無
所
属
の
会

高
良　
正
幸

新
風
会
第
５
次
那
覇
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

金
城　
眞
德

新
風
会

12月定例会は
12月1日(木)に
開会予定です。
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１　

産
業
界
は
化
石
燃
料

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
、

自
動
車
は
排
ガ
ス
規
制
の

強
化
等
に
よ
る
地
球
温
暖

化
防
止
に
取
り
組
み
、
効

果
を
上
げ
て
い
る
が
、
建

築
物
部
門
は
遅
れ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
７
月
に
建
築

物
省
エ
ネ
法
が
公
布
さ
れ
、

今
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務

化
さ
れ
る
が
、
本
市
に
お

け
る
年
間
の
建
築
物
の
対

象
件
数
、
今
後
の
国
の
動

向
、
当
局
の
対
応
を
伺
う
。

２　

働
く
女
性
の
増
加
で

保
育
ニ
ー
ズ
に
追
い
つ
か
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
諸

施
策
を
推
進
す
る
際
は
、

適
正
規
模
、
適
正
配
置
、

地
域
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
、
こ
の
３
つ
が
最
も
大

事
な
こ
と
と
考
え
る
。

　

今
年
４
月
か
ら
５
小
学

校
に
公
私
連
携
、
幼
保
連

携
を
含
む
認
定
こ
ど
も
園

の
制
度
が
開
始
、
６
カ
月

が
過
ぎ
た
。

こ
ど
も
園
と
小
学
校
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

次
年
度
か
ら
、
２
０

０
０
㎡
以
上
の
新
築
の
建

築
物
は
、
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
合
が
義
務
化
さ
れ
る
。

本
市
内
で
は
年
間
20
件
か

ら
30
件
と
予
想
し
て
い
る
。

　

今
後
、
国
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
全
て
の
新
築
住

宅
に
つ
い
て
も
省
エ
ネ
基
準

へ
の
適
合
を
義
務
化
す
る

方
針
で
あ
る
。

　

本
市
も
審
査
体
制
を
整

え
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

２　

こ
ど
も
園
と
小
学
校

は
不
審
者
情
報
の
共
有
や

避
難
訓
練
を
一
体
的
に
行
っ

て
い
る
。
校
長
、
教
頭
、

園
長
と
の
定
期
的
な
会
議

も
行
わ
れ
て
い
る
。

１　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
障
が
い
児
に
つ
い
て

①
那
覇
市
内
に
は
福
祉
避

難
所
は
幾
つ
あ
る
か
。

ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
子
ど
も
た
ち
は
電
源
が

命
綱
と
な
る
。福
祉
避
難

所
に
お
け
る
電
源
の
確
保

の
状
況
を
伺
う
。

②
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
の
校
外
学
習
に
お
い

て
、交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

の
個
人
負
担
が
大
き
い
と

考
え
る
。見
解
を
伺
う
。

２　

西
３
丁
目
の「
沖
縄
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

て
ぃ
る
る
」
横
の
市
道
は
一

方
通
行
だ
が
、現
在
は
幅
員

が
広
く
な
っ
て
い
る
。こ
の

道
路
を
対
面
通
行
に
変
更

で
き
る
か
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

①
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
、
16
法
人
24
施
設
と
協

定
締
結
し
、
福
祉
避
難
所

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

ま
た
、福
祉
避
難
所
に
お

け
る
電
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

協
定
締
結
時
に
当
該
施
設

が
非
常
用
電
源
設
備
を
有

し
て
い
る
か
確
認
を
し
て
い

る
。

②
学
校
や
保
護
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
状
況
に
応

じ
て
特
別
支
援
教
育
ヘ
ル
パ

ー
を
同
行
さ
せ
る
な
ど
、校

外
学
習
に
お
け
る
可
能
な

限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。　

２　

西
３
丁
目
の
一
方
通
行

道
路
に
つ
い
て
、
那
覇
警
察

署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
は
、対
面
通
行
は
可
能
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
一
方
通
行
を
対

面
通
行
に
変
更
す
る
場
合

は
地
域
の
合
意
形
成
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、地
域
住
民

の
要
望
を
受
け
、公
安
委
員

会
が
総
合
的
に
判
断
し
て
一

方
通
行
の
解
除
を
行
う
、と

確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１　

儀
間
真
常
は
琉
球
に

産
業
を
も
た
ら
し
た
偉
人

で
あ
る
。

　

野
国
総
官
が
中
国
か
ら

持
ち
帰
っ
た
イ
モ
を
儀
間

真
常
が
琉
球
各
地
に
広
め

た
ほ
か
、
現
在
の
琉
球
か
す

り
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら

の
黒
糖
づ
く
り
を
成
功
さ

せ
、４
０
０
年
経
た
現
在
も

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は
沖
縄

の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い

る
。お
墓
は
首
里
の
崎
山
町

に
あ
り
、
本
市
の
文
化
財
で

あ
る
。

　

先
人
た
ち
の
活
躍
、歴
史

を
身
近
に
感
じ
る
た
め
に

も
、儀
間
真
常
の
銅
像
設
置

を
望
む
声
が
あ
り
、
見
解
を

伺
う
。

２　

認
定
こ
ど
も
園
の
教

育
・
保
育
の
内
容
や
質
の

維
持
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
儀
間
真
常
の
銅
像
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
那

覇
市
歴
史
博
物
館
、
沖
縄

県
立
博
物
館
・
美
術
館
等

の
施
設
や
史
跡
見
学
を
実

施
し
て
お
り
、
琉
球
王
朝
の

歴
史
や
沖
縄
の
発
展
に
尽

く
し
た
偉
人
に
つ
い
て
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　

儀
間
真
常
の
功
績
等
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
し
っ
か
り
学
習
す
る
よ

う
、各
学
校
長
に
説
明
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

２　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
国
の
定
め
た
「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教

育
・
保
育
要
領
」に
基
づ
き
、

教
育
及
び
保
育
を
行
う
。今

年
度
に
幼
稚
園
か
ら
移
行

し
た
、
こ
ど
も
園
の
教
育
及

び
保
育
の
内
容
や
質
の
維

持
・
向
上
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
な
研
修
を
通
じ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

兵
庫
県
明
石
市
の
行
政

視
察
を
８
月
に
行
っ
た
。　

　

そ
の
先
進
事
例
を
踏
ま

え
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養

育
支
援
に
つ
い
て
、
本
市
の

現
状
と
、子
ど
も
の
権
利
と

し
て
重
要
な
支
援
の
あ
り

方
を
問
う
。

①
養
育
費
の
取
り
決
め

②
面
会
交
流
支
援

□
関
係
部
長

①
平
成
25
年
度
沖
縄
県
ひ

と
り
親
世
帯
等
実
態
調
査

報
告
書
に
よ
る
と
、
県
内
の

母
子
、父
子
世
帯
と
も
に
養

育
費
を
最
初
か
ら
全
く
受

け
取
っ
て
な
い
世
帯
が
７
割

を
超
え
、養
育
費
の
取
り
決

め
を
し
て
い
な
い
世
帯
も
４

割
を
超
え
て
い
る
。

　

本
市
へ
の
相
談
に
は
、
母

子
・
父
子
自
立
支
援
員
が

対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し

て
、
具
体
的
な
相
談
が
で
き

る
沖
縄
県
母
子
家
庭
等
就

業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
案

内
し
て
い
る
。

　

今
後
、既
存
の
デ
ー
タ
な

ど
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
、
先
進

市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
調
査
し
て
い
き
た
い
。

②
前
出
の
県
報
告
書
に
よ

る
と
、面
会
交
流
の
取
り
決

め
を
し
て
い
な
い
母
子
、
父

子
世
帯
と
も
に
７
割
を
超

え
て
い
る
。

　

面
会
交
流
は
、離
婚
の
協

議
や
養
育
費
の
取
り
決
め

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
も
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
専
門
的
な
相
談
支
援
が

で
き
る
関
係
機
関
で
の
対

応
が
望
ま
し
い
と
感
じ
て
い

る
が
、
円
滑
な
面
会
交
流
に

向
け
て
、連
絡
調
整
な
ど
実

際
の
場
面
で
の
支
援
に
つ
い

て
、
改
め
て
調
査
研
究
し
た

い
。

１　

待
機
児
童
解
消
に
向

け
た
計
画
と
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

２　

乳
幼
児
健
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
に
、
土
・
日

曜
日
検
診
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。見
解

を
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

本
市
で
は
、平
成
27
年

３
月
に
策
定
し
た「
那
覇
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、
平
成

30
年
度
当
初
ま
で
に
約
２

５
０
０
人
の
保
育
定
員
の

増
員
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
認
可
保
育

園
４
園
の
開
設
等
に
よ
り
、

定
員
を
６
６
１
人
増
員
し

た
。本
年
度
着
手
分
に
お
い

て
は
、
定
員
約
１
９
０
０
人

の
増
員
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

待
機
児
童
解
消
に
必
要

な
保
育
士
の
確
保
に
向
け

て
は
、保
育
体
制
強
化
事
業

な
ど
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
し
、保
育
士
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
保

育
士
の
資
格
取
得
を
支
援

す
る
た
め
の
保
育
士
試
験

受
験
者
支
援
事
業
も
実
施

し
て
い
る
。

２　

１
歳
６
カ
月
健
診
及

び
３
歳
児
健
診
の
休
日
等

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
基
金
を
活
用
し
て
、受
診

率
の
低
い
３
歳
児
健
診
の

未
受
診
者
を
対
象
に
、休
日

健
診
を
年
２
回
開
催
す
る

こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
未
受
診
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
未
受
診
理

由
の
詳
細
や
乳
幼
児
健
診

の
希
望
曜
日
な
ど
、
市
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
、分
析
等
を
行

い
、
今
後
の
乳
幼
児
健
診
の

実
施
体
制
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■
知
念 

博

Q&AQ&A
市政の市政の

ここ
ここ
がが
聞きたい。聞きたい。
質問と答弁の

概要を掲載しています。

一般質問

（
無
所
属
）

■
金
城
眞
德

（
新
風
会
）

■
大
城
幼
子

（
公
明
党
）

■
多
和
田
栄
子

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

■
前
泊
美
紀

（
無
所
属
の
会
）

子
ど
も
目
線
で
離
婚
後
の
養
育
支
援
の
充
実
を

建
築
物
省
エ
ネ
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

人
口
呼
吸
器
な
ど
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
が
い
児
に
つ
い
て

琉
球
の
偉
人・儀
間
真
常
の
銅
像
設
置
に
つ
い
て

待
機
児
童
解
消
、乳
幼
児
健
診
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　那覇市議会ホームページの議会インターネット中継では開催中の
本会議と予算決算常任委員会がご覧になれます。過去に開催された
会議も録画でご覧になれます。
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１　

仮
称
新
認
可
園
「
大

名
原
保
育
園
」
の
設
置
に
つ

い
て
、
大
名
地
域
で
は
反
対

す
る
声
が
あ
る
。今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

２　

石
嶺
公
民
館
に
て
放

火
事
件
が
９
月
に
入
っ
て

連
続
し
て
３
度
発
生
し
た
。

利
用
し
て
い
る
団
体
、
市
民

か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
。放

火
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

同
地
域
の
既
存
保
育

園
で
は
、
ほ
か
の
地
域
か
ら

の
利
用
児
童
の
割
合
が
高

い
中
で
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
は
地
域
で
保
育
す
る
と

い
う
保
育
の
望
ま
し
い
姿
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

が
示
さ
れ
て
お
り
、
傾
聴
に

値
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
本
市
の
待
機
児

　

児
童
館
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

①
運
営
が
指
定
管
理
者
で

あ
る
場
合
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

②
地
域
に
お
け
る
児
童
館

の
役
割
に
つ
い
て

③
協
定
書
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。市
の
見
解
を
伺
う
。

④
多
く
の
老
朽
化
施
設
を

抱
え
て
い
る
本
市
は
、
予
算

に
係
る
課
題
も
増
え
て
い

く
と
想
定
さ
れ
る
。市
の
見

解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

①
児
童
館
の
管
理
運
営
に

関
す
る
基
本
協
定
で
は
、１

件
当
た
り
30
万
円
以
下
の

修
繕
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
が
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　

各
施
設
は
築
年
数
が
経

過
し
て
お
り
、
施
設
を
管

理
・
運
営
す
る
指
定
管
理

者
か
ら
は
、
修
繕
費
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
声

を
聞
い
て
い
る
。

②
本
市
の
児
童
館
は
、子
ど

も
及
び
保
護
者
の
子
育
て

を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
施
設
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

③
児
童
館
は
10
館
あ
り
、毎

年
指
定
管
理
の
指
定
が
あ

る
。

　

今
後
、
公
募
を
行
い
、
協

定
を
結
ん
で
い
く
指
定
管

理
に
つ
い
て
は
、
改
訂
後
の

運
用
指
針
に
基
づ
き
協
定

を
交
わ
し
て
い
く
。

　

懸
念
さ
れ
る
修
繕
費
に

つ
い
て
は
、一
定
の
運
用
に
よ

り
改
善
を
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

④
施
設
を
一
時
期
に
か
え
る

に
は
多
く
の
予
算
が
必
要

と
な
る
。必
要
な
箇
所
か
ら

適
宜
、
予
算
を
計
上
し
て
、

修
繕
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

１　

10
月
に
壺
屋
小
学
校

で
開
催
の
「
夢
と
学
校
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、青
少
年

の
将
来
に
向
け
た
自
己
肯

定
感
を
育
む
画
期
的
な
企

画
で
あ
る
。

見
解
を
伺
う
。

２　

本
市
に
は
、地
滑
り
危

険
箇
所
や
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
箇
所
な
ど
が
、合
計
94

カ
所
あ
る
。最
近
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
本
市
の
防
災

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

３　

11
月
５
日
・
６
日
に

セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
那
覇

で
開
催
の
お
や
じ
ラ
ブ
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い

て
。見
解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

当
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し

青
少
年
が
夢
を
持
つ
一
つ
の

助
け
に
な
る
と
と
も
に
若

き
才
能
の
発
掘
と
人
材
価

値
を
高
め
る
場
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

２　

本
市
に
、ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
の
大
雨
に
よ
る
影
響

で
、
気
象
庁
か
ら
警
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

本
市
の
防
災
計
画
は
、那
覇

市
地
域
防
災
計
画
の
「
風

水
害
等
編
」
に
お
い
て
規
定

し
て
い
る
。そ
の
内
容
は
、第

１
章
の
災
害
予
防
計
画
、第

２
章
の
災
害
応
急
対
策
計

画
、
第
３
章
の
災
害
復
旧
・

復
興
計
画
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。発
災
時
に
は
こ

れ
ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

各
部
局
が
災
害
対
応
に
当

た
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

３　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
寄
与
す
る
事
業

と
し
て
後
援
を
決
定
し
た
。

来
場
者
も
１
万
人
を
超
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
本
市
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

①
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の「
ネ
ウ
ボ

ラ
」
と
い
う
子
育
て
支
援
の

制
度
を
参
考
に
国
が
実
現

し
た
同
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

②
妊
娠
、
出
産
、
就
学
前
ま

で
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

□
関
係
部
長

①
母
子
保
健
法
の
改
正
に

伴
い
、
各
市
町
村
は
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切

れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支

援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
努
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
関
係

部
局
に
お
い
て
同
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
意

見
交
換
を
は
じ
め
、沖
縄
県

の
、「
妊
娠
期
か
ら
の
つ
な
が

る
し
く
み
調
査
検
討
事
業
」

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
県
の
調
査
研
究

事
業
の
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
関
係
部
局
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
に
わ
た
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
計
画
で
、子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
促
進
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
即
し
て
切
れ
目
の
な
い
、

ま
た
個
々
の
抱
え
る
問
題

状
況
に
対
応
し
た
総
合
的

な
施
策
を
実
施
す
る
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
妊
娠
期

に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に

安
全
・
安
心
な
出
産
の
た

め
に
、親
子
健
康
手
帳
の
交

付
や
妊
婦
健
診
の
助
成
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

１　

子
ど
も
医
療
費
の
窓

口
支
払
い
を
な
く
す
現
物

給
付
に
つ
い
て
、
37
都
道
府

県
が
導
入
を
し
て
お
り
、
沖

縄
県
で
も
全
市
町
村
実
施

に
つ
な
が
る
た
め
に
も
、
県

都
那
覇
市
と
し
て
、県
と
連

携
し
早
期
の
導
入
実
施
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。市

の
見
解
を
伺
う
。

２　

犬
猫
殺
処
分
の
８
割

が
猫
で
あ
る
。猫
の
繁
殖
抑

制
、殺
処
分
を
減
ら
す
目
的

で
市
内
公
園
に
て
実
施
の

Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
、
住

宅
地
で
も
対
応
が
望
ま
れ

る
。今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

□
関
係
部
長

１　

本
市
で
は
、子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

県
と
連
携
を
し
て
拡
充
に

取
り
組
ん
で
き
た
。　

自
動

償
還
方
式
を
導
入
し
、
申

請
方
法
の
簡
便
化
を
図
り
、

さ
ら
に
通
院
年
齢
を
就
学

前
ま
で
に
拡
大
し
た
。

　

し
か
し
、
償
還
払
い
の
た

め
、一
旦
、
医
療
費
の
一
部
負

担
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
、
経
済
的
に
厳
し
い
世
帯

の
子
ど
も
達
の
受
診
控
え

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
ど
も
医
療
費
貸
付
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
経
済
的

理
由
で
の
受
診
控
え
の
回

避
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

２　

Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
は
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
へ
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、繁
殖
抑
制
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
。現

在
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、

観
光
振
興
に
資
す
る
一
施

策
と
し
て
、
観
光
地
及
び
そ

の
周
辺
が
実
施
対
象
地
域

と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、住

宅
地
で
の
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
も
、
手
法
等
を
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

童
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、積
極
的
な
施
設
整
備

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市

の
事
業
計
画
に
お
い
て
も
、

首
里
地
区
に
お
け
る
保
育

定
員
量
の
確
保
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
整
備
の
必
要
性
と

地
域
の
懸
念
を
踏
ま
え
つ

つ
、既
存
の
保
育
園
運
営
法

人
と
新
設
を
計
画
し
て
い

る
法
人
に
お
い
て
協
議
の
場

が
持
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

２　
一
連
の
事
件
を
踏
ま
え
、

職
員
が
交
代
で
巡
回
警
備

を
行
い
、
手
薄
と
な
る
時
間

帯
に
つ
い
て
は
、
人
的
な
応

援
体
制
を
整
え
た
。ま
た
、

警
察
の
捜
査
へ
の
協
力
も

行
っ
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

防
犯
上
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
認
識
し
、
今
後
、
関
係

部
局
と
の
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１　

保
育
事
業
に
つ
い
て

①
認
可
外
保
育
施
設
へ
の

保
育
料
軽
減
策
を
問
う
。

②
認
可
保
育
施
設
と
認
可

外
保
育
施
設
の
保
育
料
の

比
較
を
問
う
。

③
認
可
外
保
育
施
設
を
利

用
す
る
家
庭
へ
の
多
子
軽

減
制
度
等
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
問
う
。

２　

乳
児
へ
の
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
公
費
助
成

を
２
歳
児
ま
で
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
。見
解
を
問
う
。

３　

安
心
し
て
憩
え
る
希

望
ヶ
丘
公
園
に
す
る
た
め
の

要
望
に
つ
い
て
問
う
。

□
関
係
部
長

１　

①
保
護
者
負
担
を
軽

減
す
る
保
育
料
の
直
接
的

な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

県
全
体
の
課
題
で
あ
り
県

へ
の
要
請
等
も
検
討
す
る
。

②
仮
に
兄
弟
３
人
が
利
用

す
る
場
合
、単
純
計
算
で
利

用
料
が
月
額
４
万
円
余
り

高
く
な
る
。

③
低
所
得
や
多
子
世
帯
で

の
保
育
料
の
負
担
が
大
き

い
と
認
識
し
て
い
る
。財
源

等
も
含
め
て
課
題
を
整
理

し
て
い
き
た
い
。

２　

今
年
度
で
３
回
ま
で

未
完
了
の
場
合
は
、来
年
９

月
ま
で
の
市
独
自
の
接
種

費
用
を
助
成
す
る
。乳
幼
児

期
の
接
種
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

３　

①
市
民
、地
域
の
方
々

と
協
働
し
て
、
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
公
園
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。

②
公
園
全
体
の
現
場
調
査

及
び
再
点
検
を
行
い
、階
段

の
滑
り
止
め
塗
装
等
の
対

策
を
行
い
た
い
。

③
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
規
模
、
周
辺
環
境
へ

の
影
響
等
を
他
の
事
例
を

踏
ま
え
て
、調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

■
大
浜
安
史

（
公
明
党
）

■
花
城
正
樹

（
な
は
の
翼

 【
無
所
属
Ｇ
】）

■
宮
城
恵
美
子

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

■
前
田
千
尋

（
日
本
共
産
党
）

■
下
地
敏
男

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

■
平
良
識
子

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

新
認
可
園 

仮
称「
大
名
原
保
育
園
」の
設
置
に
つ
い
て

保
育
の
充
実
及
び
希
望
ヶ
丘
公
園
の
活
用
等
に
つ
い
て

児
童
館
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

青
少
年
の
夢
を
育
む
夢
事
業
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
支
払
い
を
な
く
す
現
物
給
付
を
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１　

今
年
度
か
ら
県
が
給

付
型
の
奨
学
金
制
度
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市

独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制

度
を
行
う
可
能
性
や
、財
源

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

２　

子
ど
も
食
堂
を
運
営

す
る
団
体
間
で
の
情
報
共

有
、情
報
交
換
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見

解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

本
市
に
お
い
て
給
付

型
奨
学
金
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
公
金
に
よ
る
給
付

と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、応
募
者
の
選
考
の
基
準

や
範
囲
な
ど
、制
度
設
計
に

お
い
て
広
く
市
民
の
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
も
の

１　
「
真
和
志
地
域
乗
合

タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
」
に
つ

い
て
概
要
を
問
う
。

２　

識
名
霊
園
の
環
境
を

ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
の

か
、増
え
る
一
方
の
お
墓
、狭

小
な
那
覇
市
に
、
こ
の
よ
う

な
乱
雑
な
墓
地
霊
園
を
将

来
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く

の
か
。都
市
計
画
の
立
場
で

考
え
る
時
で
あ
る
。清
明
祭

な
ど
に
お
け
る
草
木
ご
み

の
回
収
、
ご
み
の
不
法
投
棄

問
題
に
対
す
る
今
後
の
対

応
を
問
う
。

□
関
係
部
長

１　

真
和
志
地
域
は
公
共

交
通
の
利
用
が
不
便
な
地

域
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
起

伏
に
と
ん
だ
地
域
で
狭
隘

な
道
路
が
多
い
こ
と
か
ら
、

主
要
施
策
の
１
つ
と
し
て

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

位
置
づ
け
て
い
る
。一
定
の
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
事
前
予
約

制
に
よ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

で
あ
る
。運
行
時
間
は
、
始

発
７
時
か
ら
最
終
19
時
半
。

30
分
ご
と
に
２
台
で
運
行

を
行
う
。寄
宮
交
差
点
周

辺
の
バ
ス
停
及
び
モ
ノ
レ
ー

ル
安
里
駅
を
結
び
、公
共
交

通
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

区
域
内
で
あ
れ
ば
、
病
院
や

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
利
用
も
可

能
で
あ
る
。

２　

清
明
祭
な
ど
に
お
け

る
識
名
霊
園
の
ご
み
に
つ
い

て
は
、
持
ち
帰
り
を
原
則
と

し
て
い
る
が
、
状
況
に
応
じ

て
適
宜
回
収
す
る
な
ど
、迅

速
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。今
後
と
も
持

ち
帰
り
の
広
報
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
及
び
不
法
投
棄

防
止
の
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
、各
種
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１　

新
生
児
は
千
人
に
一

人
の
割
合
で
聴
覚
に
何
ら

か
の
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ

て
く
る
。発
見
の
遅
れ
は
言

語
や
発
達
の
遅
れ
に
つ
な
が

る
。そ
の
対
策
と
し
て
本
市

の
乳
児
健
診
の
実
態
に
つ
い

て
伺
う
。

２　

本
市
に
お
け
る
無
届

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
件
数
、

入
所
者
数
及
び
市
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

新
生
児
や
乳
児
の
聴

覚
に
関
す
る
検
査
に
つ
い
て

は
、
生
ま
れ
て
か
ら
１
週
間

以
内
に
新
生
児
聴
覚
検
査

を
任
意
で
実
施
し
て
い
る
。

　

前
期
乳
児
健
診
及
び
後

期
乳
児
健
診
に
お
い
て
は
、

早
期
に
聴
覚
障
害
の
有
無

に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、

人
の
声
な
ど
の
音
へ
の
反
応

を
聞
き
取
り
観
察
を
行
っ

て
い
る
。

　

新
生
児
聴
覚
検
査
を
受

け
て
な
い
乳
児
に
関
し
て

は
、特
に
注
意
深
く
確
認
を

行
い
、
聴
覚
に
障
害
の
疑
い

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
精

密
検
査
票
を
発
行
し
、
必

要
な
医
療
へ
つ
な
げ
て
い

る
。

２　

無
届
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
現

在
11
件
把
握
し
て
お
り
、
入

所
者
数
は
３
４
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

市
の
対
策
と
し
て
は
、
無

届
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
事
業

所
、市
民
か
ら
の
情
報
提
供

に
よ
り
事
例
を
把
握
し
、随

時
現
場
確
認
、事
業
者
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
調
査
の
結
果
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
該
当
す

る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

早
期
の
届
け
出
と
指
導
指

針
に
沿
っ
た
事
業
運
営
を

行
う
よ
う
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

１　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
空

手
沖
縄
開
催
誘
致
実
行
委

員
会
は
、「
沖
縄
で
生
ま
れ
、

沖
縄
の
歴
史
と
風
土
の
中

で
育
ま
れ
洗
練
さ
れ
て
き

た
空
手
は
、今
や
国
境
を
越

え
た
世
界
的
な
武
道
と
し

て
普
及
発
展
し
て
お
り
ま

す
。現
在
で
は
、
１
９
１
の

国
と
地
域
、
約
６
千
万
人

も
の
競
技
者
が
い
る
と
い
わ

れ
、国
際
的
に
も
評
価
が
高

い
沖
縄
の
文
化
で
も
あ
り

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
空
手
競
技
の
一
部

を
沖
縄
県
で
開
催
で
き
る

よ
う
特
別
の
ご
高
配
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。」と
、要
望
し
て
い
る
。

　

那
覇
市
も
連
携
し
、
要

望
の
実
現
へ
積
極
的
に
か
か

わ
る
べ
き
で
あ
る
。 

２　

県
の
お
き
な
わ
S
m
a

r
t
H
u
b
構
想
で
は
、
情

報
通
信
関
連
産
業
の
生
産

額
を
５
８
０
０
億
円
。雇
用

は
５
万
５
千
人
と
想
定
し

て
い
る
。本
市
も
独
自
の
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

３　

公
用
車
の
事
故
予
防

や
職
員
の
安
全
運
転
意
識

の
向
上
を
図
り
、
現
場
の
記

録
と
し
て
重
要
な
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
装
着
を

進
め
る
べ
き
。

□
関
係
部
長

１  

事
前
合
宿
の
誘
致
な

ど
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
と
連

携
し
取
り
組
む
。

２　

お
き
な
わ
S
m
a
r
t 

H
u
b
構
想
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
Ⅱ
の
目
標
達
成
に
向

け
取
り
組
む
。あ
わ
せ
て
、

本
市
が
担
う
べ
き
役
割
を

見
定
め
つ
つ
、
本
市
独
自
の

計
画
策
定
を
検
討
す
る
。

３  

関
係
部
署
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

１　

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を

目
指
す
動
物
愛
護
施
策
に

つ
い
て
以
下
伺
う
。

①
那
覇
市
（
仮
称
）
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
計
画

事
業
の
取
り
組
み

②
中
核
市
と
し
て
の
動
物

愛
護
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て③
愛
護
団
体
と
の
連
携
に

つ
い
て
伺
う
。

２　

自
治
会
の
加
入
率
が

減
少
し
て
い
る
。市
の
取
り

組
み
を
問
う
。

□
関
係
部
長

１　

①
本
市
で
は
、動
物
愛

護
事
業
の
拠
点
と
な
る
施

設
と
、狂
犬
病
予
防
法
で
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

犬
の
抑
留
所
と
を
、
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
の
推

進
の
観
点
か
ら
一
体
的
に
整

備
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

　

現
在
、市
域
内
で
の
施
設

整
備
に
向
け
、建
設
用
地
の

確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
用

地
の
確
保
に
は
至
っ
て
い
な

い
。今
後
も
引
き
続
き
、
鋭

意
施
設
整
備
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

②　

本
市
に
お
け
る
動
物

愛
護
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性

を
含
め
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

③　

愛
護
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、「
人
と
動
物

が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、動
物
愛
護

に
関
す
る
諸
施
策
の
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

２　

今
後
と
も
自
治
会
長

会
連
合
会
と
連
携
し
、
各

自
治
会
が
行
っ
て
い
る
活
動

等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
の
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
な

自
治
会
活
動
の
強
化
及
び

加
入
率
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

と
考
え
る
。

２　

活
動
団
体
同
士
が
つ

な
が
り
、
互
い
に
共
通
す
る

悩
み
や
う
ま
く
い
っ
て
い
る

事
例
等
を
共
有
し
て
、
互
い

に
支
え
あ
う
仕
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
支
援

団
体
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

来
る
10
月
22
日
に
牧
志

駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館
に

お
い
て
、
那
覇
市
こ
ど
も
の

未
来
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

情
報
共
有
会
を
開
催
す
る
。

情
報
共
有
会
で
は
、子
ど
も

食
堂
等
の
支
援
活
動
を
し

て
い
る
団
体
を
筆
頭
に
自

立
支
援
員
や
、
企
業
、
協
働

大
使
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
が
集
い
、つ

な
が
る
機
会
を
設
け
る
。

　

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
先

進
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
と
も
つ
な
が
る
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

１　

泊
魚
市
場
移
転
問
題

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
の
意

向
は
、
現
時
点
で
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、
本
市
の
対
応
を

伺
う
。

２　

防
災
啓
発
劇
を
提
案

し
た
い
。見
解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

１　

今
年
６
月
に
沖
縄
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、

泊
魚
市
場
の
競
り
機
能
を

糸
満
漁
港
内
に
移
転
す
る

方
針
を
固
め
た
と
報
道
さ

れ
た
。一
方
、
那
覇
地
区
漁

協
は
、今
後
と
も
引
き
続
き

泊
魚
市
場
を
継
続
し
て
い

く
と
の
方
針
を
組
織
決
定

し
た
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。

　
一
括
交
付
金
を
活
用
し
、

泊
魚
市
場
及
び
泊
い
ゆ
ま

ち
一
帯
の
衛
生
管
理
状
況

調
査
を
行
い
、排
水
処
理
施

設
や
環
境
対
策
設
備
・
運

用
の
改
善
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。ま
た
、
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

た
水
産
拠
点
国
際
競
争
力

強
化
計
画
事
業
に
お
い
て
、

当
該
地
域
の
水
産
関
係
者

ら
が
共
同
で
泊
漁
港
周
辺

地
域
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
一
帯
の
再

整
備
計
画
を
進
め
る
。

２　

本
県
で
は
近
年
、甚
大

な
被
害
を
伴
う
災
害
が
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、県
外
と
比
較
す
る
と
防

災
意
識
が
低
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
。防
災
啓
発
劇
は
、

日
常
か
ら
の
防
災
に
対
す

る
心
構
え
を
高
め
、防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
演
劇
団
体
等
と
の

意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
上
原
快
佐

那
覇
市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

■
屋
良
栄
作

泊
市
場
移
転
問
題
、防
災
啓
発
劇
に
つ
い
て

■
我
如
古 

一 

郎

真
和
志
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
験
に
つ
い
て

（
日
本
共
産
党
）

■
宮
平
の
り
子

子
ど
も
行
政
に
つ
い
て

（
社
社
市
民
ネ
ッ
ト
）

■
翁
長
大
輔

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
空
手
競
技
の
沖
縄
開
催
を

（
日
本
共
産
党
）

■
金
城
敏
雄

動
物
愛
護
行
政
に
つ
い
て

（
自
民
党
）

（
な
は
の
翼

 【
無
所
属
Ｇ
】）
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１　

第
一
牧
志
公
設
市
場

の
再
整
備
に
向
け
て
、
徹
底

し
た
市
民
協
働
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。市
場
の
現
在
地

建
て
替
え
に
よ
る
再
整
備

に
向
け
た
仮
市
場
に
つ
い
て

の
協
議
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
問
う
。

２　

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
子

育
て
支
援
室
の
家
庭
相
談

員
の
現
在
の
業
務
内
容
と

担
当
す
る
ケ
ー
ス
件
数
、
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

□
関
係
部
長

１　

市
場
の
再
整
備
に
向

け
て
は
市
場
事
業
者
と
の

情
報
共
有
や
意
見
交
換
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
精

肉
や
生
鮮
な
ど
各
部
門
別

に
説
明
会
を
開
催
し
、さ
ら

に
個
別
店
舗
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
か
ら

１　

安
倍
自
公
政
権
は
、２

０
１
４
年
の
法
改
定
で
要

支
援
１
、
２
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
保
険

給
付
か
ら
外
す
こ
と
を
決

め
た
。深
刻
な
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
捨
て
に
な
る
。

　

来
年
４
月
か
ら
、介
護
予

防
日
常
生
活
支
援
事
業
が

始
ま
る
。対
応
を
問
う
。

２　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
状
況
と
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

３　

子
ど
も
の
教
育
環
境

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、

義
務
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、
教
職
員
は
、
教
職
員
定

数
法
に
基
づ
い
て
正
規
教

職
員
に
す
べ
き
。

□
関
係
部
長

１  

介
護
予
防
を
重
視
し
、

新
た
な
総
合
事
業
対
象
者

の
生
活
を
支
え
て
い
け
る
よ

う
努
め
る
。

２  

平
成
29
年
度
末
ま
で

に
、
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
５
施
設

開
設
し
、１
４
５
床
の
増
床

を
予
定
し
て
い
る
。

３  

教
職
員
は
、
将
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
と
い

う
使
命
と
職
責
の
重
要
性

に
鑑
み
、
正
規
職
員
を
も
っ

て
充
て
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。本
市
の
小
中
学
校
に
お

け
る
本
務
教
員
数
は
、平
成

28
年
度
１
３
９
３
人
で
、教

員
数
に
占
め
る
割
合
は

88
・
２
％
。

　

全
国
の
本
務
教
員
の
割

合
は
、
定
数
ベ
ー
ス
で
平
成

23
年
度
93
・
１
％
。

　

正
規
率
向
上
の
取
り
組

み
は
、沖
縄
県
知
事
と
沖
縄

県
教
育
長
宛
て
に
、本
務
教

員
の
定
数
枠
の
確
保
を
繰

り
返
し
要
請
し
て
い
る
。　

　

那
覇
市
教
育
委
員
会

は
、引
き
続
き
教
員
の
定
数

改
善
を
国
や
県
に
要
望
し
、

よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

１　
「
性
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
都
市
・
な
は
」（
レ
イ
ン

ボ
ー
な
は
宣
言
）の
特
徴
を

問
う
。

２　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
登

録
制
度
の
特
徴
を
問
う
。

３　

性
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
今
後
の
取
り
組
み
、
課

題
、決
意
を
問
う
。

４　

国
指
定
文
化
財
・
名

勝
・
首
里
石
嶺
町
の
伊
江

御
殿
別
邸
庭
園
の
保
存
整

備
を
問
う
。

□
市
長
・
関
係
部
長

１　

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
む

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て
人
権
の
問
題
と
捉
え

た
こ
と
。②
性
の
多
様
性
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
限
定
し
な
い
こ

と
。③
支
援
と
い
う
文
言
は

使
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

２　

①
性
別
違
和
に
配
慮

し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
い
う

文
言
で
は
な
く
、
戸
籍
上
の

性
別
が
同
一
で
あ
る
２
人
と

し
て
い
る
こ
と
。②
性
別
違

和
の
場
合
な
ど
、
登
録
上
の

氏
名
に
つ
い
て
通
称
名
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。③
申
請
す
る
双
方
が
市

外
在
住
で
あ
っ
て
も
、
市
内

へ
の
転
入
を
予
定
し
て
い
る

場
合
は
登
録
申
請
が
で
き

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

３　

広
く
市
民
に
浸
透
さ

せ
る
た
め
の
取
り
組
み
、
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
、賛

同
企
業
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
な
ど
、
ま
た
性
同
一
性

障
が
い
と
い
う
言
葉
を
使

用
し
な
い
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
レ
イ
ン
ボ
ー
な
は
宣

言
の
精
神
を
基
本
に
進
め
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都

市
を
目
指
す
。

４　

基
本
計
画
策
定
後
に
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を

行
い
、
一
般
公
開
に
向
け
て

整
備
に
取
り
組
む
。

①
ハ
ー
ブ
生
産
の
現
状
及
び

バ
ジ
ル
ベ
ト
病
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

②
バ
ジ
ル
ベ
ト
病
の
被
害
に

関
し
、
ハ
ー
ブ
生
産
農
家
に

生
産
意
欲
と
勇
気
を
与
え

る
意
味
も
込
め
て
、城
間
市

長
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
の

答
弁
を
伺
う
。

□
市
長
・
関
係
部
長

①
本
市
で
は
、第
４
次
那
覇

市
総
合
計
画
に
お
い
て
、

ハ
ー
ブ
栽
培
な
ど
生
産
性
の

高
い
農
業
を
推
進
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
ハ
ー
ブ
生
産

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
小
禄
支
店

に
お
け
る
平
成
27
年
ハ
ー
ブ

類
販
売
実
績
は
１
億
７
５

０
０
万
円
余
り
に
達
し
、市

の
中
核
的
な
農
産
物
に
成

長
す
る
と
と
も
に
、
近
年
で

は
若
い
人
が
新
規
に
就
農

す
る
な
ど
、将
来
性
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
収
穫
期

で
あ
る
今
年
１
月
に
バ
ジ
ル

ベ
ト
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ

て
以
降
、
同
月
の
バ
ジ
ル
販

売
高
が
前
年
度
比
の
８
割

に
減
少
、
２
月
に
は
５
割
、

３
月
に
は
２
割
ま
で
落
ち

込
む
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

②
先
日
、
バ
ジ
ル
農
家
の
代

表
者
の
皆
様
か
ら
私
に
対

し
て
陳
情
が
あ
っ
た
。　

そ

し
て
そ
の
際
に
、バ
ジ
ル
ベ
ト

病
で
大
き
な
被
害
を
こ
う

む
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
直
接

話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
て
、
市
の

代
表
的
な
農
産
物
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
農
家
を

支
援
す
る
よ
う
に
私
の
ほ

う
か
ら
関
係
部
局
に
指
示

を
し
た
。今
後
は
、
関
係
部

局
に
お
い
て
調
整
が
進
む
も

の
と
思
う
。

仮
設
店
舗
入
居
意
向
等
を

集
約
し
、
今
後
市
場
事
業

者
の
皆
様
と
協
議
を
進
め

た
い
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
広
場
で

の
仮
設
市
場
の
整
備
に
つ
い

て
も
今
年
度
策
定
す
る
基

本
計
画
の
中
で
議
論
し
て

い
く
。

２　

現
在
７
名
の
家
庭
相

談
員
が
在
籍
し
、全
員
非
常

勤
の
職
員
で
あ
る
。家
庭
相

談
員
一
人
平
均
約
40
世
帯
、

約
70
名
を
担
当
し
て
い
る
。

　

業
務
内
容
は
、電
話
や
来

所
に
よ
る
相
談
受
付
、家
庭

訪
問
、個
別
ケ
ー
ス
検
討
会

議
の
補
助
の
ほ
か
泣
き
声

通
報
へ
の
緊
急
対
応
が
あ

る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
普
段
か

ら
接
触
し
て
い
る
担
当

ケ
ー
ス
以
外
に
も
新
規
の

相
談
が
多
い
こ
と
。ま
た
、

緊
急
性
が
高
い
ケ
ー
ス
が

出
た
場
合
に
は
そ
ち
ら
を

優
先
し
て
対
応
す
る
と
い
っ

た
状
況
に
あ
る
。

【市木】フクギ
幸福や繁栄をもたらすとされる
常緑高木。暴風・防災樹にも
なり、樹液は古くから植物染
料として利用されています。

【市花】ブーゲンビレア
ブラジル原産のツル性花木。
土壌適応性が広くて乾燥にも
強く、鉢植えやビルの壁面緑
化、垣根などに幅広く利用で
きます。

【市花木】ホウオウボク
花が中国の伝説の鳥、鳳凰に
似ているため名付けられたマ
ダガスカル原産の花木。

【市魚】まぐろ
マグロの漁獲量では、本市が
県内一位の水揚げを誇ってい
ます。

【市の蝶】オオゴマダラ
日本最大の蝶で、ひらひらと
舞うように飛ぶ優雅な姿から
「南国の貴婦人」の別名でも呼
ばれています。

　
地
方
公
共
団
体
は
、国
の

法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
に

お
い
て
、行
政
事
務
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。本
市
で
は「
那
覇
市
都

市
景
観
条
例
」や「
那
覇
市
路

上
喫
煙
防
止
条
例
」な
ど
が

特
徴
的
で
あ
る
。

用
語
の
解
説

条
　
　
　
例

　
保
育
所
へ
の
入
所
申
請

が
な
さ
れ
て
お
り
入
所
条

件
を
満
た
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、保
育
所
に
入

所
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

児
童
の
こ
と
。

待 

機 

児 

童

　
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
、

社
会
の
中
で
他
の
人
々
と

同
じ
よ
う
に
生
活
し
活
動

す
る
こ
と
が
社
会
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
、と
い

う
考
え
方
を
い
う
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
地
方
公
共
団
体
が
締
結

す
る
契
約
の
う
ち
、議
会
の

議
決
を
要
す
る
契
約
に
つ

い
て
、議
決
に
先
立
ち
、締

結
す
る
契
約
を
い
う
。議
決

後
に
本
契
約
を
締
結
す
る
。

仮
　
契
　
約

　
地
方
公
共
団
体
の
工
事

な
ど
競
争
入
札
に
よ
り
契

約
締
結
す
る
場
合
に
お
い

て
、技
術
上
常
識
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
低
価
格

の
落
札
を
防
止
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
最
低
制
限
価

格
を
設
け
、予
定
価
格
の
範

囲
内
か
つ
最
低
制
限
価
格

以
上
で
最
低
価
格
を
提
示

し
た
者
を
落
札
者
と
す
る

制
度
を
い
う
。

最
低
制
限
価
格
制
度

　
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き
に
、環
境
影

響
に
つ
い
て
事
前
に
十
分
調

査
、予
測
及
び
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、そ
の
結
果
を
公

表
し
て
地
域
住
民
な
ど
の
意

見
を
聴
き
、公
害
や
自
然
破

壊
な
ど
の
未
然
防
止
対
策
を

図
る
こ
と
。

環
境
影
響
評
価

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

第
一
牧
志
公
設
市
場
再
整
備
に
向
け
た
合
意
形
成
を

介
護
保
険
は
国
家
的
な
詐
欺
に
な
り
つ
つ
あ
る

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
那
覇
を

■
平
良
仁 

一

バ
ジ
ル
ベ
ト
病
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

（
新
風
会
）

■
中
村
圭
介

（
無
所
属
の
会
）

■
湧
川
朝
渉

（
日
本
共
産
党
）

■
古
堅
茂
治

（
日
本
共
産
党
）

市花・市木等の紹介
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◇
9
月
定
例
会
で
可
決・

　
　 
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

▽
那
覇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営

等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
那
覇
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
那
覇
市
Ｉ
Ｔ
創
造
館
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

▽
那
覇
市
こ
ど
も
の
み
ら
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
那
覇
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
平
成
28
年
度
那
覇
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）ほ
か
補
正
予
算
６
件

▽
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
（
宇
栄
原
市
営
住
宅
第
４
期
建
替
工
事（
建
築
））

▽
那
覇
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▽
那
覇
市
の
公
共
下
水
道
を
南
風
原
町
の
住
民
に

使
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

9
月
定
例
会
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

【
総
務
分
科
会
】

8
月
臨
時
会
の
概
要

　

８
月
19
日
の
臨
時
会
で
は
、「
金
城
徹
議
長
の
議
長
辞

職
勧
告
決
議
」が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、執
行

部
の
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
臨
時
会
の
概
要

　

10
月
27
日
の
臨
時
会
で
は
、平
成
27
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
全
会
一
致
及
び
賛

成
多
数
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
沖
縄
県
の

市
町
村
国
保
に
対
す
る
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」

が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、補
正
予
算
も
可
決
、そ
の
他
工
事

請
負
契
約
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
11
件
に
つ
い
て
、９
月
30
日
の
各
分
科
会
に
お
い
て
、詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。そ
の
後
、10
月
５
日
の
本
委
員
会
全
体
会
に
お
い
て
、各
分
科
会
委
員
長
の
審
査
報

告
を
聴
取
し
た
後
、補
正
予
算
等
に
つ
い
て
、全
会一致
に
よ
り
、可
決
及
び
承
認
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
、委
員
か
ら
、た

ば
こ
税
が
増
え
た
要
因
は
何
か
と
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
局
か
ら
、本
市
で
は
、平
成
21
年
度

以
降
、タ
バ
コ
の
売
渡
本
数
は
微
減
傾
向

に
あ
っ
た
が
、昨
年
度
に
急
増
し
、14
･

２
％
本
数
が
増
え
た
。今
年
７
月
現
在

も
増
加
が
継
続
し
て
お
り
、こ
れ
は
入
域

観
光
客
数
が
増
え
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、昨
年
の
12
月
に

大
手
小
売
販
売
事
業
者
が
浦
添
市
か
ら

本
市
に
営
業
所
が
移
っ
た
。タ
バ
コ
売
渡

本
数
の
増
加
と
、小
売
販
売
事
業
者
の

移
転
で
合
計
約
10
億
円
の
増
加
と
な
っ

た
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
教
育
福
祉
分
科
会
】

　

小
・
中
・
要
準
等
児
童
就
学
援
助
費

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、当
局
か
ら
、小

学
校
１
年
生
１
人
あ
た
り
の
新
入
学
学

用
品
費
の
支
給
額
を
２
万
３
千
円
に
、

中
学
校
１
年
生
１
人
あ
た
り
３
万
７
千

円
に
引
き
上
げ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
　

委
員
か
ら
、増
額
さ
れ
た
要
因
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら
、今
回
、

県
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
交
付

金
の
活
用
が
可
能
と
な
り
、増
額
し
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。他
の
委
員

か
ら
、拡
充
に
つ
い
て
評
価
す
る
が
、今

後
も
検
証・検
討
し
、努
力
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、委
員
か
ら
、

「
ハ
イ
パ
ー
ミ
ス
ト
ブ
ロ
ア
ー
車（
消
防

機
能
を
強
化
す
る
消
防
車
）」は
、全

国
に
ど
れ
だ
け
配
備
さ
れ
て
い
る
か
、

と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
当
局
か
ら
、今
回

配
備
予
定
の
車
両
は
、全
国
で
初
め

て
の
導
入
と
な
る
。全
国
的
に
は
、車

両
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。今
回
、本
市
が
導
入
す

る
車
両
は
、遠
隔
操
作
装
置
付
き
で

自
走
式
ブ
ロ
ア
ー
の
新
規
製
品
で
あ

る
。　
　

本
市
の
狭
隘（
き
ょ
う
あ
い
）な
道

路
や
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
、様
々
な
場

面
で
使
用
可
能
と
い
う
こ
と
で
評
価

し
た
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

那
覇
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
、委
員
か
ら
、制
度
が
で
き
た

過
程
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
当
局
か
ら
、現
物

給
付
を
行
う
と
国
保
の
補
助
金
の
減

額
措
置
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
受

け
る
た
め
、県
も
市
も
、こ
ど
も
医
療

費
に
つ
い
て
、自
動
償
還
制
度
や
年

齢
の
拡
充
等
、可
能
な
こ
と
を
行
っ

て
き
た
。こ
ど
も
の
貧
困
問
題
も
出

て
き
た
中
、経
済
的
な
理
由
で
受
診

控
え
が
起
こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

貸
付
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
常
任
委
員
会

　

那
覇
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、当
局
か
ら
、市

営
住
宅
19
団
地
の
平
成
29
年
度
か

ら
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
１
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、書
類
審
査
及
び
採
点
を
行
い
、当

団
体
を
予
定
候
補
者
と
し
て
選
定

し
た
、と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、指
定
管
理
制
度
を
導

入
後
の
成
果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

人
件
費
は
導
入
直
前
の
平
成
23
年

度
と
平
成
27
年
度
を
比
較
し
て
年

額
約
６
８
０
万
円
の
削
減
と
な
り
、

家
賃
の
収
納
率
も
毎
年
向
上
し
て
い

る
、と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

　

那
覇
市
Ｉ
Ｔ
創
造
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、当
局

か
ら
、こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
活
動
に
限
定

さ
れ
て
い
た
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
に
つ
い
て
、そ
の
範
囲
を
拡

大
す
る
た
め
の
条
文
修
正
が
主
な
改
正

内
容
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、今
回
の
改
正
の
経
緯
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、当
局
か
ら
、改
正

に
あ
た
っ
て
は
関
係
機
関
等
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
進
め
て
き
た
、と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

答
弁
を
受
け
、委
員
か
ら
、指
定
管

理
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
改
正
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

【
建
設
分
科
会
】

　

観
光
都
市
な
は
受
入
環
境
整
備
基

礎
調
査
事
業
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

当
局
か
ら
、観
光
客
が
増
加
す
る
中
、

宿
泊
施
設
の
整
備
に
着
目
し
た
容
積

率
緩
和
制
度
を
受
け
て
、都
市
基
盤
整

備
や
宿
泊
施
設
集
積
状
況
な
ど
の
基

礎
調
査
等
を
行
う
、と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、容
積
率
を
緩
和
す
る
に

は
、ど
の
よ
う
な
周
辺
環
境
の
条
件
が

あ
る
か
、と
の
質
疑
が
あ
り
、当
局
か

ら
、都
市
の
中
心
部
や
交
通
結
節
点
な

ど
、観
光
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

地
域
に
お
い
て
、交
通
渋
滞
、住
環
境

な
ど
の
影
響
も
検
討
す
る
、と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
厚
生
経
済
分
科
会
】

　

補
正
予
算
に
関
連
す
る
事
業
等
に
つ

い
て
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

①「
２
０
１
６
空
手・古
武
道
の
ま
ち
Ｎ

Ａ
Ｈ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
お
い
て
は
、那

覇
市
の「
空
手・古
武
道
の
ま
ち
宣
言
決

議
」を
多
言
語
に
翻
訳
し
、世
界
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
で
来
沖
さ
れ
た
外
国
の

方
々
に
対
し
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
よ
う

取
り
組
む
こ
と
。

②
那
覇
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
を
迎

え
入
れ
る
に
あ
た
り
、演
舞
な
ど
の
歓
送

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
な
ど
受
入
態
勢
の

整
備
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
以
上
、２
点
に
つ
い
て
当
局
に
対
し
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

※

す
べ
て
の
議
決
結
果
に
つ
い
て

　
那
覇
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

な は 市 議 会 だ よ り　［可決議案・常任委員会審査概要等］ 第214号（10）平成28年（2016年）11月11日



「30人以下学級早期完全実現」のための意見書
　昨今、いじめや不登校、経済格差の拡大などによる就学援助児童の増加、保護
者等の多様な教育ニーズ、子どもたちの学力格差の拡大など、ますます教育現場
では困難な状況が表れている。
学校現場では個々に応じたきめの細かい指導や、ゆとりをもった授業が求められて
いる。日本の学校の１学級40人の定数は、国際的に見て異常な多さであり、教育
の困難さを増し、教育現場の多忙化の大きな原因であることは指摘されている。
　国は新教職員定数改善計画において、平成23年度から小学１年生で「35人学
級」を実現し、平成24年度に加配定数で、小学２年生まで「35人学級」が拡大して
いる。
　沖縄県は独自の少人数学級施策として、小学１・２年生で条件があえば、30人
以下学級に、平成24年度から、小学３年生に35人以下学級、平成26年度から、中
学１年生に35人以下学級を進展させている。
　これらの少人数学級の実現は、次代を担う子どもたちの教育をより良くしていく
ために必要不可欠な制度であり、実際に日本各地の学校において、何らかの形態
で少人数学級の施策が実施されており、中には沖縄県よりも進んだ少人数学級が
実現しているところも多くある。
　しかし、さまざまな教育課題を抱える沖縄県では、それを解決するための少人数
学級の実現は、まだまだ不十分な状況にあり、すべての子どもたちがどこに生まれ
育っても、等しく良質な学校教育を受けられるようにすることは、多くの保護者、教
育関係者の願いであると同時に、国はもとより県、市町村を含めた行政の責任であ
る。
　「教育は未来への先行投資」であり、子どもたちへ最善の教育環境を与える必
要がある。そのためにも「30人以下学級」の実現は急がれる課題といえる。
よって、本市議会は、「30人以下学級」の早期完全実現を強く求め、以下要請する。

１　教職員定数法の改善および早期の「30人以下学級」の早期完全実現を行　
２　沖縄県独自の「少人数学級」施策として、現在の小学１・２年生での「30人以下学
級」、小学３年生、中学１年生における「35人以下学級」枠の拡充を行うこと

３　沖縄県独自の「少人数学級」の加減条件を「25人以上」から引き下げること

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
平成28年（2016年）10月７日

那 覇 市 議 会

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
           文部科学大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄県知事、
           沖縄県教育委員会教育長

記

「義務教育費国庫負担拡充」及び
教育条件整備のための意見書

　今日の教育の抱えている課題を解決するためには、地域の子どもの状況を踏ま
え、多様な教育活動が推進できるよう、当事者である学校や教育委員会が、主体
的に運営できる仕組みに改善することが喫緊の課題である。
　そのためには財政的な保障が必要であり、それは国としての責務である。
　しかし、教育的論議と国、地方の教育の役割等についての検討も十分なされな
いまま大幅な見直しがされ、義務教育費国庫負担制度を堅持するとしつつも、平
成18年度から国の負担割合を２分の１から３分の１へと大きく削減したばかりか、
現在においても、義務教育費国庫負担金全額の一般財源化を推し進めようとする
動きさえある。
　財源確保としての国から地方への一括交付金、教育一括交付金等の問題も十
分議論されておらず、解決もしていない。
　仮に義務教育費国庫負担制度が廃止されれば、自主財源の厳しい地方公共団
体は、義務教育に十分な予算を確保することができなくなり、地方公共団体間で
の教育条件に大きな格差が生じることとなる。特に多くの離島僻地校を抱える本
県は、非常に深刻な状況に置かれることが充分予想される。
　子どもたちの教育条件に、地域による格差を生じさせてはならない。少なくとも
憲法に保障された義務教育においては、全国均一の教育条件を国の責任で保障
すべきである。
　よって、那覇市議会は、「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備すること
を強く求め以下要請する。

１　教育の機会均等とその水準の維持向上を図るため、その根幹となる義務教育費国
庫負担制度を堅持し、早急に国の負担を２分の１以上に拡充すること

２　次期教職員定数改善計画を速やかに実施するとともに、学校現場に必要な教職
員を確保し、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職も拡
充すること

３　意欲と情熱を持って教育に取り組む優れた教員を確保するため、人材確保法を堅
持し、勤務実態を踏まえた教員の処遇改善に努めること

４　教育関係予算を増額し、充実させること

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
平成28年（2016年）10月７日

那 覇 市 議 会

あて先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　　　　  文部科学大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

記

議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧（平成２８年9月定例会、8月・10月臨時会）
○…賛成　×…反対　議…議長は採決に加わりません　代…議長代理　退…退場　除…除斥　◆那覇市議会議員　条例定数40名　現員数35名

※会派名略称　公明：公明党　社社：社社市民ネット　翼：なはの翼【無所属Ｇ】　共産：日本共産党　新風：新風会　自民：自民党　無属：無所属の会　会派無所属は表示なし　※所属会派は10月27日現在

議員氏名、等

議 案 名 等

公
明

金城徹議長の
議長辞職勧告決議

金城徹議長の
議長辞職再勧告決議

平成27年度
一般会計歳入歳出決算

喜
舎
場　

盛　

三

出　
席　
者　
数

議　
決　
年　
月　
日

8
月
19
日
9
月
21
日
10
月
27
日

表　
決　
総　
数

賛　
　
　
成

反　
　
　
対

議　
決　
結　
果

可　
決

可　
決

1

33 33 19 14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○除× × × × × × × × × × × × × 代○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○除× × × × × × × × × × × × × 代○ ○33 33 19 14

可　
決
× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○34 34 22 12

公
明
大　

城　

幼　

子

2
公
明
野　

原　

嘉　

孝

3
無
属
前　

泊　

美　

紀

4
無
属
中　

村　

圭　

介（
欠　
員
）

（
欠　
員
）

（
欠　
員
）

（
欠　
員
）

（
欠　
員
）

5
翼

屋　

良　

栄　

作

7
翼

坂　

井　

浩　

二

8
公
明
糸　

数　

昌　

洋

11
公
明
桑　

江　
　

豊

12

翁　

長　

俊　

英

13
公
明
大　

浜　

安　

史

14
社
社
宮　

平　

の
り
子

15
社
社
多
和
田　

栄　

子

16
社
社
下　

地　

敏　

男

17
社
社
上　

原　

快　

佐

18
社
社
平　

良　

識　

子

19
社
社
宮　

城　

恵
美
子

20
翼

花　

城　

正　

樹

21
翼

瀬　

長　
　

清

22
翼

亀　

島　

賢
二
郎

23
共
産
前　

田　

千　

尋

24
共
産
翁　

長　

大　

輔

25
自
民
奥　

間　
　

亮

27
自
民
金　

城　

敏　

雄

28
自
民
粟　

國　
　

彰

29
自
民
久　

高　

友　

弘

30
新
風

新
風
金　

城　

眞　

德

32
新
風
高　

良　

正　

幸

33
新
風
平　

良　

仁　

一

34
新
風
渡
久
地　

政　

作

35
共
産
我
如
古　

一　

郎

37
共
産
湧　

川　

朝　

渉

38
共
産
古　

堅　

茂　

治

39 40

知　

念　
　

博

36

金　

城　
　

徹

31269 106
議席

　

本
市
が
進
め
て
い
る「
那
覇

市
第
一
牧
志
公
設
市
場
再
整
備

事
業
」に
関
す
る
事
務
調
査
の

た
め
、８
月
19
日
に
、公
設
市

場
組
合
関
係
者
及
び
経
済
観

光
部
か
ら
意
見
聴
取
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、10
月
21
日
に
は
、市

民
会
館
に
お
け
る
耐
震
診
断
の

結
果
及
び
施
設
の
現
状
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、市
民
文

化
部
か
ら
説
明
を
聴
取
し
ま

し
た
。

　

陳
情「
新
設
認
可
園　

お
お

な
は
ら
保
育
園（
仮
称
）」の
大

名
町
地
域
外
へ
の
設
置
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、10
月
21
日
に
、

こ
ど
も
み
ら
い
部
か
ら
説
明
を

聴
取
し
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

な は 市 議 会 だ よ り　［意見書ほか］（11）第214号 平成28年（2016年）11月11日



沖縄県の市町村国保に対する財政支援を求める意見書
　本市を含めた本県市町村国保の財政状況は、平成20年度の高齢者医療制度改革として導入した
「前期高齢者財政調整制度」以降、急激に悪化している。
そのため、本市においては、平成21年度から平成27年度までに国保の赤字補てんのために、一般会
計から93億5千万円もの莫大な繰入を余議なくされた。そのことで、本市の一般会計の各種事業運
営に多大な支障をきたしている。しかし、それでもなお、本市国保は、平成27年度末の累積赤字は32
億2,015万円となっている。
本市の国保財政の実質的な収支は、毎年、20億円前後の赤字である。そのため、国保財政の責任主体
が都道府県へ移行する平成30年度までに、累積赤字を解消するためには平成28年度と平成29年度
の2年間で約86億円もの金額を一般会計から繰入れしなければならない状況である。
　平成26年度の本県の前期高齢者加入割合は19.5％で、全国平均は36.7％である。本県は、全国平
均より17％以上も乖離して低くなっていることから、国保の被保険者一人当たりの前期高齢者交
付金は、全国平均99,451円に対し、本県は全国平均の6分の1程度の16,452円しかない。それが、本
県市町村国保が悪化した大きな要因である。
　本県の前期高齢者加入割合が低い要因は、40年以上も連続して出生率が全国第1位であることに
加え、先の地上戦と収容所生活の影響等で生きていれば前期高齢者となりえた方々の出生数の低さ
等にある。
　また、平成26年度の本市国保の実質的な収支は、約23億7千万円の赤字である。一方、本市の国保
税の収入額は63億円程度であり、本市を含めた本県の被保険者一人当たりの調定額は61,500円で、
全国平均93,203円の66.0％程度の現状においては、国保税の値上げ等による赤字解消においては
現実的には無理がある。
　本県の市町村国保財政が赤字となる大きな要因は、「前期高齢者財政調整制度」が本県にとって不
利な制度となっていることにある。同制度は、前期高齢者の加入割合に最も大きな比重を置いて算
定される仕組みであること、また、所得水準に応じた財政調整が働かない制度設計になっているこ
とから、全国平均より所得水準が低く、前期高齢者加入割合が著しく低い本県に対しては、特殊事情
として考慮すべきであったと考える。
　よって、国においては、このような本市を含めた本県の国保財政の実情を踏まえ、下記事項につい
て特段の措置を講じるよう強く要請する。

あて先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

１　平成28年度以降において、前期高齢者加入割合が著しく乖離して低い本県の前期高齢者交付金と全国平均並み
の加入割合で算定され   る交付金との差額を是正する新たな財政支援措置を講じること。

２　平成30年度から実施予定である財政基盤強化策において、沖縄県の特殊事情に配慮した制度設計を講じること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
平成28年（2016年）10月27日

那 覇 市 議 会

記

第1緞帳（鳳凰）

　1970年11月、公会堂が10･10空襲で破壊されて
以来26年ぶりに市民会館が落成しました。会議録
を「公会堂」や「市民会館」で検索すると、1965～
71年にかけて様々な事が、市議会で話し合われて
いる様子がうかがえます。コンペで選ばれた現代
建築設計事務所案は、プロムナードの使い方や風
土的特性を活かした大ひさしが高評価を受けまし
た。大ホールの第1緞帳は円覚寺の鳳凰を原図と
したものです。京都の備前屋で制作し琉球文教図
書株式会社から3万ドルで購入していますが、そ
の費用は個人や団体からの寄付で賄われました。
第2緞帳も制作費の3万ドルを松下電器産業株式
会社から贈られています。市民会館は「文化の殿
堂」として県内外からの関心も高く、建設時に募っ
た寄付は約10万６,000ドルにもなりました。落成
記念式典で平良良松市長は「本土復帰に向って歴
史的な大転換をとげようとしている沖縄県民の精
神復興の象徴」であると式辞を述べています。
※当時は１ドル＝360円

　

第
７
回
議
会
報
告
会
の
内
容
を
と
り
ま
と
め

た
要
望
書
を
、翁
長
俊
英
議
長
か
ら
城
間
幹
子
市

長
に
手
交
し
ま
し
た
。（
平
成
28
年
10
月
27
日
）

　

執
行
部
に
対
す
る
重
点
要
望
事
項
の
趣
旨
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
選
任

　

知
念
博
委
員
長
の
辞
任
に
伴
い
、下
地
敏
男
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た（
６
月
17
日
付
け
）。

　

ま
た
、金
城
敏
雄
議
員
が
副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

（
６
月
27
日
付
け
）。

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
選
任

　

渡
久
地
政
作
委
員
長
の
辞
任
に
伴
い
、桑
江
豊
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た（
10
月
７
日
付
け
）。

◆
南
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
任

　

金
城
徹
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、翁
長
俊
英
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た（
10
月
27
日
付
け
）。

◆
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
任

　

瀬
長
清
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、屋
良
栄
作
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た（
10
月
27
日
付
け
）。

◆
那
覇
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
選
出
の
５
人
の
委
員
の
う
ち
、３
人
の
委
員
が
代

わ
り
、新
た
に
大
城
幼
子
議
員
、宮
城
恵
美
子
議
員
、金
城
敏
雄
議

員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た（
10
月
31
日
付
け
）。

〇
重
点
要
望
事
項

１　

第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

　

歴
史
の
あ
る
建
築
物
を
残
し
て
豊
か
な
文
化
都
市

を
目
指
し
て
欲
し
い
。

２　

道
路
行
政
に
つ
い
て

　

観
光
立
県
の
県
都
で
あ
る
那
覇
市
内
の
道
路
の

雑
草
対
策
を
検
討
し
て

欲
し
い
。

３　

子
ど
も
の
た
め
の
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て

　

公
園
内
に
あ
る
故
障
し

た
遊
具
を
早
め
に
修
繕
し

て
、子
ど
も
達
が
さ
ら
に
憩

え
る
場
と
し
て
欲
し
い
。

4　

認
可
外
保
育
施
設
に

つ
い
て

　

認
可
保
育
所
と
認
可
外

保
育
施
設
の
保
育
環
境
の

格
差
是
正
を
要
望
す
る
。

第
７
回 

那
覇
市
議
会
報
告
会

８
月
３
日・４
日
、４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、第
５
次
那
覇
市
総
合
計
画
策

定
事
業
、無
電
柱
化
推
進
事
業
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
へ
の

取
り
組
み
、健
康
な
は
21
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、各
地
域
の

課
題
と
し
て
、な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

ひ
や
み
か
ち
な
は
ウ
ォ
ー
ク
、那
覇
市
民
会
館
跡
地
利
用
、文

化
財
資
源
と
共
存
す
る
首
里
の
ま
ち
づ
く
り
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、市
民
の
方
々
と
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼

な
は
女
性
セ
ン
タ
ー

▼

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼

J
A
小
禄
ホ
ー
ル

▼

首
里
支
所
会
議
室

第
8
回
議
会
報
告
会
は

平
成
29
年
1
月
19・20
日
に
開
催
予
定
で
す
。

第
8
回
議
会
報
告
会
は

平
成
29
年
1
月
19・20
日
に
開
催
予
定
で
す
。

※同様の趣旨の別の意見書についても那覇市議会ホームページに掲載しています。

アメリカ世の市議会アメリカ世の市議会 ～“文化の殿堂”
        那覇市民会館～

ユー

トップページの から見ることができます。

★市議会のホームページでは、アメリカ統治下時代の
　会議録を公開しています。

議
会
報
告
会
の
要
望
書
を
市
長
に
手
交

人
事
案
件
に
つ
い
て

な は 市 議 会 だ よ り　［議会報告会・ほか］ 第214号（12）平成28年（2016年）11月11日

再生紙及び大豆インクを使用しています。


